
設　計
ビューローベリタスジャパン株式会社

申請日　
＊空欄に記入し、あてはまる項目に○を付けて下さい。

設計評価の種類 1 設計住宅性能評価 2 変更設計住宅性能評価

以降の予定 1 設計住宅性能評価のみ（建設住宅性能評価を受ける予定がない）

2 建設住宅性能評価も申請予定 （着工予定日： ）

（竣工予定日： ）

・評価書交付希望日 （ ）

・第1回検査予定日 （ ）

評価対象建築物の名称 フリガナ

評価対象 申請者名

建築物の概要

地名地番　　〒

延べ面積 利用関係

種類 評価戸数 22 戸　／総戸数 25 戸

会社名

質疑書送付先 一級建築士事務所△△設計

   （＊１）

□申請代理者 宛 住所　〒

■右記の通り 神奈川県横浜市中区山下町○-○-○

電話： FAX： ｅ－ｍａｉｌ：

○○-○○○○-○○○○ ○○-○○○○-○○○○

所属　 ﾌﾘｶﾞﾅ

設計課 氏名 瀬戸　勇

構造 会社名

担当者 △△構造設計事務所

   （＊２）

住所　〒

東京都新宿区西新宿○-○-○

電話： FAX： ｅ－ｍａｉｌ：

○○-○○○○-○○○○ ○○-○○○○-○○○○

所属　 ﾌﾘｶﾞﾅ

構造設計課 氏名 坂田　敏夫

設備 会社名

担当者 △△設備事務所

   （＊２）

住所　〒

東京都新宿区新宿○-○-○

電話： FAX： ｅ－ｍａｉｌ：

○○-○○○○-○○○○ ○○-○○○○-○○○○

所属　 ﾌﾘｶﾞﾅ

設備設計課 氏名 前田　五郎

手数料 名前（法人の場合は会社名及び代表者名）

御請求先 △△不動産株式会社　代表取締役　鈴木一郎

住所　〒

東京都港区六本木○-○-○

請求書 名前（法人の場合は会社名及び部課担当者名も記載下さい）

送付先 △△不動産株式会社 担当者部署名：経理部　経理課

担当者名： 課長　田之中　勇

住所　〒

東京都港区六本木○-○-○

電話： FAX： ｅ－ｍａｉｌ：

○○-○○○○-○○○○ ○○-○○○○-○○○○

＊（１）申請代理者とは別に、設計図書の内容に関するお問い合わせについてご担当となる方がいる場合は、本欄に記載下さい。

＊（２）設計者とは別に、構造・設備担当者がいる場合は、各欄にご記入ください。

営業担当

申請戸数

業務期日

OP
料金

ＢＶＪＣ　欄　　　　　　　　　　　※申請者記載不要

評価書交付希望日等

設計住宅性能評価申請書 （別表）

地上7階，地下0階 ／ ＲＣ造（一般）

HS受付番号

東京都中野区本町字△△-○○，-□□

（東京都中野区本町○○-○○）

2012.㎡

1.一戸建ての住宅 ②.共同住宅

平成20年1月7日

△△ﾌﾄﾞｳｻﾝｶﾌﾞｼｷｶﾞｲｼｬ　ﾀﾞｲﾋｮｳﾄﾘｼﾏﾘﾔｸ　ｽｽﾞｷｲﾁﾛｳ

△△不動産株式会社　代表取締役　鈴木一郎（仮称）○○マンション

平成　20年　3月　15日

平成　20年　2月　28日

平成　20年　2月　15日

平成　21年　3月　30日

一般的には、
代理者様になります。

御請求書作成の際の
相手先になります。
一般的には「申請者」
になります。

後日送付する御請求書
及び引受承諾書の
郵送先になります。

この欄は弊社にて
記載致します。
申請時には記載不要。

記載例
この書類は正本にのみ
添付下さい。
副本には添付不要。



第四号様式（第三条関係） （第一面）

平成 20 年 1 月 7 日

ビューローベリタスジャパン　株式会社　殿

申請者の氏名又は名称　

印

代表者の氏名　

　住宅の品質確保の促進等に関する法律第５条第１項の規定に基づき、設計住宅性能評価を申請します。

この申請書及び添付図書に記載の事項は、事実に相違ありません。

※受付欄 ※料金欄

第

申請受理者印

（注意）

①　数字は算用数字を、単位はメートル法を用いてください。

②　※印のある欄は記入しないでください。

③　この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４としてください。

④　第一面は、申請者（申請者が法人である場合にあっては、その代表者）の氏名の記載を自署で行う

　場合においては、押印を省略することができます。

ＨＳ

　　　　年　　　　　月　　　　　日

設 計 住 宅 性 能 評 価 申 請 書

△△不動産株式会社

代表取締役　　鈴木一郎

この欄は記載不要です

記載例

印



申請者等の概要 （第二面）

【１．申請者】

　【氏名又は名称のフリガナ】

　【氏名又は名称】

　【郵便番号】

　【住所】

　【電話番号】

【２．代理者】

　【氏名又は名称のフリガナ】

　【氏名又は名称】

　【郵便番号】

　【住所】

　【電話番号】

【３．建築主】

　【氏名又は名称のフリガナ】

　【氏名又は名称】

　【郵便番号】

　【住所】

　【電話番号】

【４．設計者】

　【資格】 （ 号

　【氏名】

　【建築士事務所名】 （ 号

　【郵便番号】

　【所在地】

　【電話番号】

【５．設計住宅性能評価を希望する性能表示事項】

　※必須評価事項以外で設計住宅性能評価を希望する性能表示事項を選択してください。

■ 8-1 重量床衝撃音対策　※共同住宅等に限る ■ 8-4 透過損失等級（外壁開口部）

■ 8-2 軽量床衝撃音対策　※共同住宅等に限る

■ 8-3 透過損失等級（界壁）　※共同住宅等に限る

【６．備考】

（注意）
①　数字は算用数字を、単位はメートル法を用いてください。

②　申請者からの委任を受けて申請を代理で行う者がいる場合においては、２欄に記入してください。
③　申請者が2以上のときは、1欄には代表となる申請者のみについて記入し、別紙に他の申請者に
　ついてそれぞれ必要な事項を記入して添えてください。
④　建築主が2以上のときは、3欄は代表となる建築主について記入し、別紙に他の建築主についてそれ
　ぞれ必要な事項を記入して添えてください。
⑤　４欄の郵便番号、所在地及び電話番号には、設計者が建築士事務所に属しているときはそれぞれ建築
　士事務所のものを、設計者が建築士事務所に属していないときはそれぞれ設計者のもの（所在地は住所
　とします。）を書いてください。

○○○－○○○○

東京都新宿区西新宿○-○-○

○○-○○○○-○○○○

▲▲ｾｯｹｲ1ｷｭｳｹﾝﾁｸｼｼﾞﾑｼｮ　ｵｵｻｶｽｽﾑ

△△ﾌﾄﾞｳｻﾝｶﾌﾞｼｷｶﾞｲｼｬ　ﾀﾞｲﾋｮｳﾄﾘｼﾏﾘﾔｸ　ｽｽﾞｷｲﾁﾛｳ

△△不動産株式会社　代表取締役　鈴木一郎

▲▲設計一級建築士事務所　大阪進

○○○－○○○○

神奈川県横浜市中区山下町○-○-○

○○-○○○○-○○○○

ｶﾌﾞｼｷｶﾞｲｼｬ■■　ｶﾝﾄｳｼﾃﾝ　ｼﾃﾝﾁｮｳ　ﾀﾅｶﾖｼｵ

株式会社■■　関東支店　支店長　田中良雄

○○○－○○○○

東京都港区赤坂○-○-○

○○-○○○○-○○○○

１級 ）建築士　　　　　　（ ００００２国土交通大臣 ）登録

　神戸　始

１級 ）建築士事務所　 （ 東京都 ）知事登録第 ０００２２

××設計一級建築士事務所

○○○－○○○○

神奈川県横浜市神奈川区三ツ沢下町○-○

○○-○○○○-○○○○

代理者をたてる場合は、
申請者⇒代理者
に対する『委任状』が
必要になります。

確認申請とは違って
申請者=建築主である
必要はありません。

音環境の性能表示は
オプションになります。
選択する場合はチェック
入れて下さい。
（手数料別途）

法人の場合は
代表者名も記載下さい。

記載例



（第二面　別紙）
【設計住宅性能評価を希望する性能表示事項】
  １．構造の安定に関すること

    １－２　耐震等級（構造躯体の損傷防止）

    １－４　耐風等級（構造躯体の倒壊等防止及び損傷防止）

    １－５　耐積雪等級（構造躯体の倒壊等防止及び損傷防止）

  ２．火災時の安全に関すること

    ２－１　感知警報装置設置等級（自住戸火災時）

    ２－２　感知警報装置設置等級（他住戸火災時）

    ２－３　避難安全対策対策（他住戸火災時・共用廊下）

    ２－４　脱出対策（火災時）

    ２－５　耐火等級（延焼のおそれのある部分（開口部以外））

    ２－６　耐火等級（延焼のおそれのある部分（開口部））

    ２－７　耐火等級（界壁及び界床）

  ４．維持管理・更新への配慮に関すること

    ４－４　更新対策（住戸専用部）

  ５．温熱環境・エネルギー消費量に関すること

    ５－１　断熱等性能等級

    ５－２　一次エネルギー消費量等級

  ６．空気環境に関すること

    ６－１　ホルムアルデヒド対策（内装及び天井裏等）

    ６－２　換気対策

  ７．光・視環境に関すること

    ７－１　単純開口率

    ７－２　方位別開口比

  ８．音環境に関すること

    ８－１　重量床衝撃音対策

    ８－２　軽量床衝撃音対策

    ８－３　透過損失等級（界壁）

    ８－４　透過損失等級（外壁開口部）

  ９．高齢者等への配慮に関すること

    ９－１　高齢者等配慮対策等級（専用部分）

    ９－２　高齢者等配慮対策等級（共用部分）

  １０．防犯に関すること

    １０－１　開口部の侵入防止対策

（注意）

① 選択を希望する性能表示事項のチェックボックスに「レ」マークを入れてください。

② 「５．温熱環境・エネルギー消費量に関すること」については「５－１　断熱等性能等級」又は

「５－２　一次エネルギー消費量等級」のいずれか、若しくは両方の選択が必要です。

  【地盤の液状化に関する情報提供】

    地盤の液状化に関する情報提供を行う（情報提供の内容は申出書による）

    地盤の液状化に関する情報提供を行わない

評価を希望する項目に

チェックを入れて下さい。

記載例



建築物に関する事項 （第三面）

【２．都市計画区域及び準都市計画区域の内外の別等】

■ 都市計画区域内 （ ■ 市街化区域 □ 市街化調整区域 □ 区域区分未設定　　）

□ 準都市計画区域内 □ 都市計画区域及び準都市計画区域外

■ ■ □

□ ■

【８．住戸の数】

【評価対象住戸】

【９．建築物の高さ等】

□ □ □ ■

【11．その他必要な事項】（※評価対象建築物の名称・工事着工(予定)日についてご記入下さい）

20 年 2 月 15 日

【12．備考】

（注意）

①　数字は算用数字を、単位はメートル法を用いてください。
②　１欄は、地名地番と併せて住居表示が定まっているときは、当該住居表示を括弧書きで併記して下さい。
③　2欄は、該当するチェックボックスに「レ」マークを入れてください。ただし、建築物の敷地が都市計画区域、
　準都市計画区域又はこれらの区域以外の区域のうち2以上の区域にわたる場合においては、当該敷地の過半の
　属する区域について記入してください。なお、当該敷地が3の区域にわたる場合で、かつ、当該敷地の過半の属
　する区域がない場合においては、都市計画区域又は準都市計画区域のうち、当該敷地の属する面積が大きい
　区域について記入してください。
④　３欄は、該当するチェックボックスに「レ」マークを入れてください。なお、建築物の敷地が防火地域、準防火地域
　又は指定のない区域のうち２以上の地域又は区域にわたるときは、それぞれの地域又は区域について記入して
　ください。
⑤　10欄の「利用関係」は、該当するチェックボックスに「レ」マークを入れてください。なお、利用関係が未定のとき
　は、予定する利用関係としてください。また、「持家」、「賃貸」、「給与住宅」、「分譲住宅」とは次のとおりです。

イ．持家　建築主が自ら居住する目的で建築する住宅
ロ．賃貸　建築主が賃貸する目的で建築する住宅
ハ．給与住宅　会社、官公署等がその社員、職員等を居住させる目的で建築する住宅
ニ．分譲住宅　建売り又は分譲の目的で建築する住宅

⑥　ここに書き表せない事項で、評価に当たり特に注意を要する事項は、11欄又は別紙に記載して添えてください。
⑦　変更設計住宅性能評価に係る申請の際は、12欄に第三面に係る部分の変更の概要について記入してください。

【１．地名地番】 東京都中野区本町字△△-○○，-□□

【３．防火地域】 防火地域 準防火地域 指定無し

（東京都中野区本町○○-○○）

【４．敷地面積】 1530.00 ㎡

【５．建て方】 一戸建ての住宅 共同住宅等

【６．建築面積】 502.00 ㎡

【７．延べ面積】 2012.00 ㎡

【建物全体】 25 戸

22 戸

【最高の高さ】 20.10 ｍ

【最高の軒の高さ】 19.60 ｍ

【階数】 地上（ 7 ）

地下（ 0 ）

【構造】 ＲＣ造（一般）

【10．利用関係】 持家 賃貸 給与住宅 分譲住宅

（仮称）○○マンション＜評価対象建築物の名称＞

＜工事着工(予定)日＞ 平成

建物の全住戸を評価する
必要はありません。

建築場所の住所を、登記簿上の地名地番で
記載します。（確認申請と同様です）
住居表示が決定済の場合は、括弧書きで併記下さい。

可能な限り、確認申請時の面積と
合わせて下さい。（以下同様）

記載例



住戸に関する事項 （第四面）

【居室部分の面積】

【バルコニー等専用使用部分の面積】

【専用部分の床面積】

【４．当該住戸への経路】

【共用階段】 □ 無 □ 有

【共用廊下】 □ 無 □ 有

【エレベーター】 □ 無 □ 有

【５．界壁・界床の有無】

【界壁の有無】 □ 無 □ 有

【界床の有無】 □ 無 □ 有 （ □ 上階 □ 下階　　）

【６．その他必要な事項】

【７．備考】

（注意）

①　数字は算用数字を、単位はメートル法を用いてください。

②　１欄は、住戸の数が１のときは「１」と記入し、住戸の数が２以上のときは、申請住戸ごとに通し番号を付し、その

　番号を記入してください。

③　ここに書き表せない事項で、評価に当たり特に注意を要する事項は、６欄又は別紙に記載して添えてください。

④　変更設計住宅性能評価に係る申請の際は、７欄に第四面に係る部分の変更の概要について記入してください。

【１．番号】

【２．階】 階

【３．専用部分の床面積等】

㎡

㎡

㎡

当該住戸迄の経路において
共用階段・エレベ－ターを
利用する必要がない場合は
『無』にチェックします。

専用部分の床面積の記載要領は、
以下の通りとして下さい。（A+B≠Dになります。）
【居室部～】（Ａ）：光視時の居室床面積
　　　（キッチンを含む。浴室・便所・廊下等の非居室は除外）
【バルコ～】（Ｂ）：共用部分の専用使用部分
　　　（専用ポーチ・バルコニー等）の面積
【専用部～】（D）：(Ａ)+(Ｂ)+(Ｃ)の合計。
　　　（Ｃ）は（Ａ）で除外した非居室部分の面積

『四面別紙』を利用する場合は、
【1.】～【5.】の部分に別紙参照と記載下さい。
（この場合、四面は1枚のみの添付で結構です。）

『四面別紙』を利用しない場合は、
この四面を評価対象住戸毎に作成必要です。

記載例



第四面　住戸に関する事項 （別紙）

バルコニー等

専用使用部分

の面積 有 無 有 無

1 1 54.06 17.04 92.79 □ ■ ■ □ □ ■ ■ □ ■ □ □ ■ 101

2 1 37.55 10.80 72.79 □ ■ ■ □ □ ■ ■ □ ■ □ □ ■ 102

3 1 49.60 13.00 85.13 □ ■ ■ □ □ ■ ■ □ ■ □ □ ■ 103

4 2 56.10 16.29 91.31 ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ 201

5 2 54.06 17.04 92.79 ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ 202

6 2 37.55 10.80 72.79 ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ 203

7 2 49.60 13.00 85.13 ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ □ ■ □ ■ 204

8 3 56.10 16.29 91.31 ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ 301

9 3 54.06 17.04 92.79 ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ 302

10 3 37.55 10.80 72.79 ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ 303

11 4 49.60 13.00 85.13 ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ 401

12 4 56.10 16.29 91.31 ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ 402

13 4 54.06 17.04 92.79 ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ 403

14 5 37.55 10.80 72.79 ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ 501

15 5 49.60 13.00 85.13 ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ 502

16 5 56.10 16.29 91.31 ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ 503

17 6 54.06 17.04 92.79 ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ 601

18 6 37.55 10.80 72.79 ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ 602

19 6 49.60 13.00 85.13 ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ 603

20 7 56.10 16.29 91.31 ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ □ ■ ■ □ 701

21 7 54.06 17.04 92.79 ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ □ ■ ■ □ 702

22 7 37.55 10.80 72.79 ■ □ ■ □ ■ □ ■ □ □ ■ ■ □ 703

23 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

24 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

25 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

26 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

27 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

28 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

29 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

30 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

31 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

32 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

33 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

34 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

35 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

36 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

37 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

38 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

39 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

40 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

41 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

42 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

43 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

44 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

45 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

46 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

47 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

48 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

49 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

50 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

（注意）
①　数字は算用数字を、単位はメートル法を用いてください。

②　１欄は、住戸の数が１のときは「１」と記入し、住戸の数が２以上のときは、申請住戸ごとに通し番号を付し、その番号を記入してください。

③　6欄には住戸番号（101号室　等）を、上から順に連番（101,102,103,105～,201,202,203～等）となる様記載下さい。

　※　弊社処理システムの都合上、(101,201,301～,102,202,302～）等の非連番では評価書交付出来ませんのであしからず御了承下さい。

１．番号 ２．階

４．当該住戸への経路 ５．界壁・界床の有無

居室部分
の面積

床面積
合計

共用階段

３．専用部分の床面積

上階

界床の有無

有 無 有 無

共用廊下

下階
有

７．備考
６．その他
必要な事項
(住戸番号）

エレベーター 界壁の有無

有 無 無



評価対象建築物の名
称 （仮称）○○マンション

評 価 者 氏 名
※この欄は申請者記載不要

××設計一級建築士事務所

共同住宅等 自己評価書

ビューローベリタスジャパン株式会社

延べ床面積 構造方式 階数
建 物 概 要

2012.00㎡ ＲＣ造（一般）
地上７階
地下０階

設 計 者 氏 名



自己評価内容一覧表

選択項目 8-1　重量床衝撃音等級 無

□特別評価方法認定による。 ( ) 8-2　軽量床衝撃音等級 無

□住宅型式性能認定による。 ( ) 8-3　透過損失等級(界壁) 無

□型式住宅部分等製造者の認証による。 ( ) 8-4　透過損失等級(外壁開口部 無

評価者氏名　　※１

備考

ＭＥＭＯ

１．構造の安定に関すること １－６地盤又は杭の許容支持力等及びその設定方法 １－７基礎の構造方法及び形式 ２．火災の安全に関すること

１－１耐震等級（躯体の倒壊等防止）＜３段階＞ ａ．地盤の許容応力度 ｋＮ／㎡ ａ．直接基礎 構造方法 ２－５耐火等級（延焼の部分（開口部））＜■３段階＞ ４－３更新対策等級（共用排水管）＜■３段階＞

１－２耐震等級（躯体の損傷防止）　＜３段階＞ ｂ．杭の許容支持力 ｋＮ／本 形式 ２－６耐火等級（延焼の部分（開口部以外））＜■４段階＞ 共用排水立管の位置 ･共用廊下に面する共用部分 有

１－３その他　　＜Yes,No＞ ｃ．杭状改良地盤の許容指示力度 ｋＮ／㎡ ｂ．杭基礎 杭種 ３．劣化の軽減に関すること ･外壁面,吹抜等の住戸外周部 無

１－４耐風等級　＜２段階＞ ｄ．杭状改良地盤の許容指示力 ｋＮ／本 杭径 cm ３－１劣化対策等級＜３段階＞ ･バルコニー 無

１－５耐積雪等級＜■２段階＞ 設定の根拠 杭長 m ４．維持管理への配慮に関すること ･住戸専用部 有

評価方法基準のバージョン ４－２維持管理対策等級（共用配管）＜■３段階＞ ･その他 有

住戸部分

2 4 5 6 7 9 10 8

2 2 2 2 2 4 4 1：壁有、2：柱有 5 5 6 6 7 7 9 9 10 1：全て、2：雨戸等 8 1 8 2 8 8

1 2 3 4 7 1 4 3：壁柱有、-：無 1 2 1 2 1 2 1 2 1 3：その他、-：該当なし 重量床衝撃音等級 27,20,15,11,他 軽量床衝撃等級 30,25,20,15,他 3 4

排煙形式 平面形状 居室の換気対策 便所 浴室 台所 出入口の存する階 出入口の存する階以外 上階 下階 上階 下階 上階 下階 上階 下階
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101 1 1 A-1 4 - ● ● 4 2 2,500 - - 6 6 6 6 ● ● 3 3 ● ● ● ● ● 25 20 40 35 - - 3 4 ● 1 2 1 2 2 2 1 ● 1 1 ●

102 2 1 B-1 4 - ● ● 4 2 2,500 1 2,250 3 6 6 6 6 ● ● 3 3 ● ● ● ● ● 31 40 - 58 - - 3 4 ● 1 2 1 2 - 2 1 ● 1 1 ●

103 3 1 C-1 4 - ● ● 4 2 2,500 - - 6 6 6 6 ● ● 3 3 ● ● ● ● ● 20 - - 100 - - 3 4 ● 1 2 1 2 - 2 1 ● 1 1 ●

201 4 2 A-2 4 4 ● ● ● ● 避難はしご 4 2 2,450 - - 6 6 6 6 ● ● 3 3 ● ● ● ● ● 25 20 40 35 - - 1 4 2 2 1 3 3 3 2 1 2 1 1 1 1 1

202 5 2 B-2 4 4 ● ● ● 4 2 2,450 1 2,220 - 6 6 6 6 ● ● 3 3 ● ● ● ● ● 31 40 - 58 - - 1 4 2 2 1 3 3 - 2 1 2 1 1 1 1 1

203 6 2 C-2 4 4 ● ● 2 ● 4 2 2,450 - - 6 6 6 6 ● ● 3 3 ● ● ● ● ● 20 - - 100 - - 1 4 2 2 1 - 3 - 2 1 2 1 1 1 1 1

204 7 2 D-2 4 4 ● ● 2 ● ● 緩降機 4 2 2,450 2 1,950 - 6 6 6 6 ● ● 3 3 ● ● ● ● ● 28 20 30 32 12 2 1 4 2 2 1 3 3 3 ● ● ● ●

301 8 3 A-2 4 4 ● ● ● ● 避難はしご 4 2 2,450 - - 6 6 6 6 ● ● 3 3 ● ● ● ● ● 25 20 40 35 - - 1 4 3 2 1 3 3 3 2 1 2 1 1 1 1 1

302 9 3 B-2 4 4 ● ● ● 4 2 2,450 1 2,220 - 6 6 6 6 ● ● 3 3 ● ● ● ● ● 31 40 - 58 - - 1 4 3 2 1 3 3 - 2 1 2 1 1 1 1 1

303 10 3 C-2 4 4 ● ● 2 ● 4 2 2,450 - - 6 6 6 6 ● ● 3 3 ● ● ● ● ● 31 - - 52 45 - 1 4 3 2 1 - 3 3 2 1 2 1 1 1 1 1

401 11 4 A-2 4 4 ● ● ● ● 避難はしご 4 2 2,450 - - 6 6 6 6 ● ● 3 3 ● ● ● ● ● 25 20 40 35 - - 1 4 4 2 1 3 3 3 2 1 2 1 1 1 1 1

402 12 4 B-2 4 4 ● ● ● 4 2 2,450 1 2,220 - 6 6 6 6 ● ● 3 3 ● ● ● ● ● 31 40 - 58 - - 1 4 4 2 1 3 3 - 2 1 2 1 1 1 1 1

403 13 4 C-2 4 4 ● ● 2 ● 4 2 2,450 - - 6 6 6 6 ● ● 3 3 ● ● ● ● ● 31 - - 52 45 - 1 4 4 2 1 - 3 3 2 1 2 1 1 1 1 1

501 14 5 A-2 4 4 ● ● ● ● 避難はしご 4 2 2,450 - - 6 6 6 6 ● ● 3 3 ● ● ● ● ● 25 20 40 35 - - 1 4 5 2 1 3 3 3 2 1 2 1 1 1 1 1

502 15 5 B-2 4 4 ● ● ● 4 2 2,450 1 2,220 - 6 6 6 6 ● ● 3 3 ● ● ● ● ● 31 40 - 58 - - 1 4 5 2 1 3 3 - 2 1 2 1 1 1 1 1

503 16 5 C-2 4 4 ● ● 2 ● 4 2 2,450 - - 6 6 6 6 ● ● 3 3 ● ● ● ● ● 31 - - 52 45 - 1 4 5 2 1 - 3 3 2 1 2 1 1 1 1 1

601 17 6 A-2 4 4 ● ● ● ● 避難はしご 4 2 2,450 - - 6 6 6 6 ● ● 3 3 ● ● ● ● ● 25 20 40 35 - - 1 4 6 2 1 3 3 3 2 1 2 1 1 1 1 1

602 18 6 B-2 4 4 ● ● ● 4 2 2,450 1 2,220 - 6 6 6 6 ● ● 3 3 ● ● ● ● ● 31 40 - 58 - - 1 4 6 2 1 3 3 - 2 1 2 1 1 1 1 1

603 19 6 C-2 4 4 ● ● 2 ● 4 2 2,450 - - 6 6 6 6 ● ● 3 3 ● ● ● ● ● 31 - - 52 45 - 1 4 6 2 1 - 3 3 2 1 2 1 1 1 1 1

701 20 7 A-3 4 4 ● ● ● ● 避難はしご 4 2 2,450 - - 6 6 6 6 ● ● 3 3 ● ● ● ● ● 25 20 40 35 - - 1 4 7 2 1 3 3 3 ● 2 1 ●

702 21 7 B-3 4 4 ● ● ● 4 2 2,450 1 2,220 - 6 6 6 6 ● ● 3 3 ● ● ● ● ● 31 40 - 58 - - 1 4 7 2 1 3 3 - ● 2 1 ●

703 22 7 C-3 4 4 ● ● 2 ● 4 2 2,450 - - 6 6 6 6 ● ● 3 3 ● ● ● ● ● 31 - - 52 45 - 1 4 7 2 1 - 3 3 ● 2 1 ●

注：「－」は
開口なしを表す（=0％）

2 130-120-150～170、100 3
- 標準貫入試験,平板載荷試験,孔内水平載荷試験

室内土質試験
22

2 1700～5100 ベタ基礎 4
No 支持杭

（住居表示） （東京都中野区本町○○-○○）

設計者等氏名

・等級は等級値（例：等級３→３）で表示。

2 350 鉄筋コンクリート造 2

2

1

××設計一級建築士事務所

評価対象建築物の名称 （仮称）○○マンション 凡例・記入要領 すべての性能表示事項の評価方法は、評価方法基準による。

評価対象建築物の所在地 東京都中野区本町字△△-○○,-□□

免震建築物の場合はＹｅｓ 
免震建築物以外の場合は「Ｎｏ」とし

実施された試験、及び地盤改良工
法を記載して下さい。 
物理試験・力学試験はまとめて 
「室内土質試験」と表示ください。 

場所打ちコンクリート杭 
  拡底杭   ：「軸径－拡底径」（拡底径は施工径とす

る） 
  拡頭拡底杭：「拡頭径－軸径－拡底径」 
既製杭 
  節杭     ：「軸径（節径○○）」 
  上杭と下杭で杭径が異なる場合 

記載例 

1-2、1-4、1-5は申請書で選択されていな
い場合は空欄としてください。 

少数点以下切り捨て
で、整数表示として下

住戸番号は、上から順に連番

（101、102、103、105～201、202
203～等）となる様記載して下さ

非難用ハッチ
は『非難はし
ご』と表記下さ



評価対象建築物の名称　
（仮称）○○マンション

設 計 者 等 の 氏 名
××設計一級建築士事務所

共同住宅等　設計内容説明書

ビューローベリタスジャパン株式会社

延べ床面積 構造方式 階数
建 物 概 要

2012.00㎡ ＲＣ造（一般）
地上７階
地下０階

評 価 者 氏 名
※この欄は申請者記載不要



設計内容説明書【共同住宅等用】 （第一面）

その1.住棟評価用 ※印の欄は設計者等が記入のこと

※

※

設計者等の氏名 ※

評価者氏名

性能表示 自己評価 確認 設計内容説明欄 ※ 設計
事項 等級 項目 内容
※ ※ ※ 項目 設計内容 記載図書 確認
１－１ □ ３ 構造躯体 構造概要 ・構造種別　( 造) ■ 構造計算

耐震等級 ■ ２ ・架構形式 桁行方向 ( ) 概要書

(倒壊防止) □ １ 張間方向 ( ) ■ 計算書
・部材の種類､寸法､位置 ■ 設計図による ■ 構造仕様書

・部材相互の構成方法及び接合方法 ■ 設計図による ■ 部材ﾘｽﾄ

□ 該当なし 構造計算 ・計算方法 ■ 構造伏図

□ 限界耐力 ■ 構造軸組図

１－２ □ ３ ■ 保有水平耐力 ﾙｰﾄ（ ） 桁行 □
耐震等級 ■ ２ □ 許容応力度等 ﾙｰﾄ（ ）
(損傷防止) □ １ ■ 令82条・82条の4 ﾙｰﾄ（ ） 張間
□ 該当なし □ その他（ ）

･計算上の設定・結果の表示
１－３ □ 免震 1-1耐震等級（倒壊防止）
その他 建築物 □ 必要安全限界耐力Ｑｓｎ×（ ）≦安全限界耐力Ｑｓ
（地震に対する構造 ■ その他 ■ 必要保有水平耐力Ｑｕｎ×（ ）≦保有水平耐力Ｑｕ
 躯体の倒壊等防止 Ｃ0=（ ） Ｚ　=（ ） Ｉ　=（ ）
 及び損傷防止） □ Σ2.5αＡｗ＋Σ0.7αＡｃ≧0.75ＺＷＡｉ×（ ）

□ Σ1.8αＡｗ＋Σ1.8αＡｃ≧ＺＷＡｉ×（ ）
１－４ ■ ２ ■ Σ2.5αＡｗ＋Σ0.7αＡｃ≧ＺＷＡｉ×（ ）
耐風等級 □ １ □ その他（ ）

1-2耐震等級（損傷防止）
□ 必要損傷限界耐力Ｑｄｎ×（ ）≦損傷限界耐力Ｑｄ
■ 地震時応力度（Ｃ0= ）≦短期許容応力度

１－５ □ ２ Ｃ0=（ ） Ｚ　=（ ） Ｉ　=（ ）
耐積雪等級 □ １ ■ 地下震度（杭外力等） ｋ＝（ ）
■ 該当区域外 □ その他（ ）

1-4耐風等級　　　　　　 ：適用倍率=（ ）
□ 建令82条の5の表のＷの項に適用倍率を乗じた上で

構造耐力上主要な部分に生じる力≦材料強度による耐力
■ 風圧力に適用倍率を乗じた応力度≦短期許容応力度
□ その他（ ）

1-5耐積雪等級 ：適用倍率=（ ）
□ 建令82条の5の表の積雪時のＳの項に適用倍率を乗じた上で

構造耐力上主要な部分に生じる力≦材料強度による耐力
□ 積雪荷重に適用倍率を乗じた応力度≦短期許容応力度
□ その他（ ）

1-3その他 □ 免震建築物 ■ その他 □ 免震材料

H12年建設省告示第2009号第2の構造方法 □ 維持管理

構造方法 ( ）
大臣認定場合の認定番号：（ ） □ 敷地管理

維持管理計画 □ 計画書有り □ なし 計画書

材料の ・ｺﾝｸﾘｰﾄの種類( ) ■ 構造仕様書

仕様 　設計基準強度　( N/mm2 ) □
■ ■ SD345 ■ SD390 □  )

( ■ 高強度せん断補強筋  )
□ SN材 □ SM材 □ SS材 □  )

１－６ 地盤・杭 地盤の ・支持地盤の種類 （ ) ■ 仕様書
地盤又は杭の 種類 ■ 地盤の許容応力度( ｋＮ／㎡ ) ■ 構造伏図

許容支持力等 支持力 ■ 杭の許容支持力  ｋＮ／本 ) ■ 地盤調査

□ ｋＮ／㎡）
及びその ・地盤調査方法 ( ■ 標準貫入試験 □ 近隣の調査結果 報告書

設定方法 ■ その他：（ ) □
□ 地盤改良工法：（ ）

地業 ・種類 ( ）
１－７ 基礎 基礎の形 ■ 直接基礎 ■ 構造仕様書

基礎等の構造 式等 ・構造（■ 鉄筋コンクリート造 □ その他： ） ■ 構造伏図

方法及び ・形式（■ べた □ 布 □ 独立 □ ） □ 詳細図
形式等 ■ 杭基礎 □

・杭種 ( ■ 支持杭 □ 摩擦杭)
・杭径 (  ㎝)
         (  ㎝)
・杭長 実長を整数表示（ m）

0.125

平板載荷試験、孔内水平載荷試験、室内土質試験

・鉄骨種類 (

27～36
・鉄筋種類 ( SD295A

1.2

計画書

普通コンクリート

785Ｎ/ｍ㎡級

1.25

0.25
0.25 1

1

1.25
1.25 1 1

評価対象建築物の名称

評価対象建築物の所在地

ＲＣ造（一般）
ラーメン

耐震壁付きラーメン

3

22

その他：

（仮称）○○マンション

東京都中野区本町字△△-○○,-□□

××設計一級建築士事務所

砕石

杭状地盤の改良許容応力度  (

1

130-120-150～170、100

礫層
350

1700～5100

記載例 

この欄は記載不要で

この欄は 
記載不要で

す。 



設計内容説明書【共同住宅等用】 ※印の欄は設計者が記入のこと （第二面）
性能表示 自己評価 確認 設計内容説明欄 ※ 設計
事項 等級 項目 内容
※ ※ ※ 項目 設計内容 確認
２－５ □ ３ 開口部の 防火設備 ・ｻｯｼ･ｶﾞﾗｽの種別( ) □ 配置図
耐火等級 ■ ２ 耐火性能 の仕様等 □ 建築基準法施行令112条に規定する特定防火設備 □ 仕様書
(延焼の恐れのあ □ １ (耐火性能が ■ 建築基準法第2条第9号2ロに規定する防火設備 ■ 平面図
る部分(開口部)) 最も低いも

の)
□ 建築基準法第64条に規定する防火設備 ■ 建具表

□ 該当なし ・耐火時間　( □ 60分 ■ 20分) □
２－６ ■ ４ 外壁・軒 外壁の構 ・構造・材料 ■ 鉄筋コンクリート造　厚さ7cm以上 □ 配置図
耐火等級 □ ３ 裏の構造 造等 □ その他 ( ) □ 仕様書
(延焼の恐れのあ □ ２ (耐火性能が ・認定番号　( ) ■ 平面図

□ １ 最も低いも
の)

・耐火時間　( ■ 60分 □ 45分 □ 20分) ■ 構造図
□ 該当なし 軒裏の構 ・構造・材料 ■ 鉄筋コンクリート造　厚さ7cm以上 □

造等 □ その他 ( )
(耐火性能が ・認定番号　( )
最も低いも
の)

・耐火時間　( ■ 60分 □ 45分 □ 20分)
■ ■ ３ セメント セメント ■ ポルトランドセメント(JIS R 5210) ■ 構造仕様書

３－１ハ □ ２ の種類 ( ■ 普通 □ 中庸熱□ 低熱 □ その他) □
ＲＣ造等劣化 □ １ □ フライアッシュセメント(JIS R 5213)
対策等級 □ 高炉セメント(JIS R 5211)
(構造躯体等) ｺﾝｸﾘｰﾄ 最小かぶ ・土に接しない部分 ■ 構造仕様書

の水ｾﾒﾝ り厚さ 耐力壁以外の壁､床 屋内  ㎜)屋外( ㎜) □
比 耐力壁､柱､はり　  屋内( ㎜)屋外( ㎜)

・土に接する部分
壁､柱､はり､床､基礎の立上り部分　( ㎜)
・基礎（立上り部分を除く）　　　　( ㎜)
・外壁仕上げ[ □ タイル貼 □ モルタル塗

□ 外断熱工法 ■ その他( ) ]
水セメント ・コンクリートの種類（ ■ 普通コンクリート ■ 構造仕様書

比 □ 軽量コンクリート ) □
・水セメント比（ %）

部材の設 設計かぶ ・設計かぶり厚さ=最小かぶり厚さ+( ) ㎜ ■ 構造仕様書

計・配筋 り厚さ □
ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ スランプ ■ 18cm以下(品質基準強度33N/mm2未満) ■ 構造仕様書

品質 ■ 21cm以下(品質基準強度33N/mm2以上) □
単位水量 (  ㎏/ｍ３  )
空気量 ( ％）

□
施工計画 ｺﾝｸﾘｰﾄ ・打込・締め固め方法 ■ 構造仕様書

充填方法 （ ■ JASS5-7節に準拠 □ その他： ） □
等 ・打継ぎ部の処理方法

（ ■ JASS5-7節に準拠 □ その他： ）
・養生方法
（ ■ JASS5-8節に準拠 □ その他： ）

□ □ ３ 構造躯体 鋼材の厚 ・一般部( ㎜) □ 構造仕様書

３ｰ１ロ □ ２ さ ・柱脚部( ㎜) □
鉄骨造劣化 □ １ 防錆処理 ・一般部( ）
対策等級 の種類 ・柱脚部( ）
(構造躯体等) 床下 防湿措置 □ コンクリート(厚さ ㎜) □ 仕様書

□ 防湿フィルム(厚さ  ㎜) □
□ その他同等の防湿性能があると確かめられた材料

換気措置 □ 基礎断熱工法 地域区分（ ） □ 仕様書
断熱材種類（ ） □ 矩計図
(熱抵抗値  m･K/W)  (厚さ ㎜) □
□ 基礎断熱工法以外 □ 平面図
基礎部の開口(外周部の設置間隔 m) □ 矩計図
(開口高さ  ㎜)  (開口幅 ㎜) □

小屋裏 小屋裏 ・換気口の位置 (給気口：  ) □ 平面図
換気 (排気口：  ) □ 矩計図

・天井面積に対する換気口面積の割合 □
□該当なし （ ／ ）

る部分(開口部以外))

火
災
時
の
安
全
に
関
す
る
こ
と

1重アルミサッシ/シングル網入ガラス

30
40

20

吹付タイル

50

30

185

劣
化
の
軽
減
に
関
す
る
こ
と

40
60

4.5
ｺﾝｸﾘｰﾄ中の含水率を高くしない措置その他の有効な措置

10

記載図書
記載例 

2-5、2-6について
は、防火地域の内
外にかかわらず、
延焼ライン内の部
分について評価す

構造躯体のコンク

リートが対象です。 
土間コン等は対象

外。 
 
ＲＣ造の場合の杭コ

設計かぶり厚さ 
（最小かぶり厚さ+施工誤
差）ではなく、最小かぶり
厚さを記載の事 



設計内容説明書【共同住宅等用】 ※印の欄は設計者が記入のこと （第三面）
性能表示 自己評価 確認 設計内容説明欄 ※ 設計
事項 等級 項目 内容
※ ※ ※ 項目 設計内容 確認
４－２ □ ３ 共用配管 ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ ・排水管（ □ 有 ■ 無）　・給水管（ □ 有 ■ 無） ■ 仕様書
維持管理 ■ ２ 埋め込み ・給湯管（ □ 有 ■ 無）　・ガス管（ □ 有 ■ 無） ■ 設備図
対策等級 □ １ 配管 □
（共用配管） 地中 地中埋設 ・排水管（ □ 有 ■ 無）　・給水管（ □ 有 ■ 無） ■ 仕様書

埋設管 管上のｺﾝ ・給湯管（ □ 有 ■ 無）　・ガス管（ □ 有 ■ 無） ■ 設備図
ｸﾘｰﾄ打設 □ □

共用 排水管の ・共用立管 □ 配置図
排水管 清掃措 　・掃除口の位置（点検口付） ■ 平面図
*1 掃除口の ■ 最上階 ■ 最下階 □ 矩計図

点検措置 ■ 中間階(3,2,1階おき又は15m以内毎 ■ 設備図
　・掃除口の点検措置 □
■ PS点検口 ■ 露出配管 □ その他
・横主管
　・各横主管の始端部の掃除口
■ 横主管本体 ■ 掃除口付脚部継手 □ その他
　・各横主管の一般部の掃除口
■ 始端部掃除口から15m以内毎(排水に支障のある曲がりなし)
　・掃除口の点検措置
■ ﾋﾟｯﾄ内配管 ■ 天井点検口 □ その他

*1 配管 共用管と ・接合部の点検措置 ■ 平面図
MB：ﾒｰﾀｰﾎﾞｯｸｽ 点検口 専用管の ■ PS点検口 □ 露出配管 □ その他 ■ 設備図
PS：ﾊﾟｲﾌﾟｼｬﾌﾄ *1 接合部 ・共用配管のバルブの点検措置 □

■ MB扉 □ PS点検口 □ 露出配管 □ その他
排水管の 排水管等 ■ 平滑である（仕様： ） ■ 仕様書
性状等 の内面 ■ その他（ ） □

設置状態 ■ たわみ抜けが生じないように設置
措置（ ）

□ その他（ ）
横主管の □排水管 □ 建物直下になし □ 平面図
ピット内 □給水管 ■ ピット内又は床下空間 ■ 人通孔設置 □ その他） ■ 矩計図
等の措置 □給湯管 人通孔寸法 □ 600φ □ 550□ □ その他（ ) ■ 設備図

□ガス管 ■ 構造図
配管補修 □排水管 □ 露出( □ 共用部 □ 住棟外周部 □ バルコニー) □ 平面図
の措置 □給水管 □ PS･MB内( □ ■ 矩計図
*1 □給湯管 □ ﾋﾟｯﾄ･天井内( □ ■ 設備図

□ガス管 ■ 構造図
４－３ □ ３ 共用 ｺﾝｸﾘｰﾄ ・排水管（ □ 有 □ 無） □ 仕様書
更新 □ ２ 排水管 埋込配管 □ 設備図
対策 ■ 1 地中埋設 ・排水管（ □ 有 □ 無） □
（共用排水管） 管上のｺﾝ □ 構造躯体に影響を及ぼさない、外部に存する土間ｺﾝｸﾘｰﾄ □

ｸﾘｰﾄ打設 □ □
横主管の □ ピット内 □ 1F床下空間 □ ピロティ等 □ 平面図
設置位置 □ 人通孔設置あり □ 矩計図

□ 専用部分に立ち入らずに配管到達可能 □ 設備図
□ 共用部仕上げ材等の軽微な除去を伴う □

共用 ・設置位置 □ 配置図
排水管の □ 共用部 □ 住棟外周部 □ バルコニー □ その他 □ 平面図
設置位置 ・設置状態 □ PS内 □ 露出 □ 矩計図

□ 専用部に立ち入らずに更新可能な開口部あり □ 設備図
□ 共用部仕上げ材等の軽微な除去を伴う

更新措置 撤去・切断工事 □ 配置図
・共用排水管の切断工事軽減措置 □ 平面図
（ ） □ 矩計図
・ｺﾝｸﾘｰﾄ床貫通部のはつり工事軽減措置 □ 設備図
（ ） □

排水管接続替え工事を容易に行うための措置
□ 専用排水管に、接続替え用ソケット等の継手設置可能
□ 他の配管等を移設せずに接続替え可能な構造

共用排水管の撤去・接続替えその他更新のための空間確保
□ 更新の為の空間確保あり
□ 更新工事の障害となる機器・配管なし

接続替え 共用排水管近傍の空間・スリーブ等 □ 配置図
□ 新規共用排水管設置の為の空間確保可能 □ 平面図

・当該空間の寸法等（ ） □ 矩計図
□ 更新配管用予備スリーブ有り □ 設備図

・位置・寸法等（ ） □
共用排水 共用排水 ■ 共用廊下に面する共用部分 ■ 平面図
立管 立管 □ 外壁面・吹き抜け等の住戸外周部 ■ 設備図
の位置 の位置 □ バルコニー ■ 住戸専用部 ■ その他 □

維
持
管
理
・
更
新
へ
の
配
慮
に
関
す
る
こ
と

条例等の規制により凍結防止の為配管埋設が定められている地域

共用部に面して配管補修可能な開口･扉有り)
共用部に面して配管補修可能な開口有り)

条例等の規制により凍結防止の為配管埋設が定められている地域

バンド留め・メカニカル接合　等

肉厚の異なる管同士の接合なし、他
ＶＰ管・耐火二層管（ＶＰ）

(継ぎ手及び
ﾍｯﾀﾞｰを含む)

記載図書記載例 

等級3の場合における

ピット内人通孔のサイ

ズは内径600φ もしく

は550□以上の事。      

等級2においては人通

孔の有無のみ記載 

住戸内専用部分に共用排水
管が存在する場合は、自動
的に等級１になります。また、
等級1の場合、設計内容説
明欄の記載は不要です 

等級にかかわらず、 
「共用排水立管の位置」
は記載必要です。 



設計内容説明書【共同住宅等用】 （第一面）

その２.住戸評価用 ※印の欄は設計者等が記入のこと

※

※

設計者等の氏名 ※

評価者氏名

性能表示 自己評価 確認 設計内容説明欄 ※ 設計
事項 等級 項目 内容
※ ※ ※ 項目 設計内容 確認
２－１ ■ ４ 感知警報 感知部分 ・種類 ■ 仕様書
感知警報装置 □ ３ 装置 の設置場 ■ 自動火災報知設備 □ 住宅用火災警報機 ■ 平面図
設置等級 □ ２ 所等 □ 自動火災報知設備同等品 □ □ 設備図
（自住戸 □ １ □ その他 □
　火災時） ・設置場所（種別）　　　　　

■ ■ 熱式 □ 煙式　）
■ ■ 熱式 □ 煙式　）
□ 全ての階段　　　　　　　　　　　　□ 煙式　）
□ 寝室のある階から直下階に通じる階段（ □ 煙式　）
■ ■ 熱式 □ 煙式　）
■ その他（ ■ 熱式 □ 煙式　）
・感知器の性能
■ 日本消防検定協会合格品 □ その他

警報部分 ・設置箇所 ■ LDK □ メゾネット部分 □ その他
の性能 ・警報器の性能 ■ 日本消防検定協会合格品 □ その他

寝室 寝室の ・寝室の位置
位置 （ ）

２－２ ■ ４ 感知警報 感知警報 ●感知器 ■ 仕様書
感知警報装置 □ ３ 装置 装置の種 ・種類 □ 共同住宅用自動火災報知設備 □ 平面図
設置等級 □ ２ 類等 ■ 共同住宅用自動火災報知設備同等品 ■ 設備図
（他住戸等 □ １ □ 住戸用自動火災報知設備 □
　火災時） □ 住戸用自動火災報知設備同等品 □ その他
□ 該当なし*1 ・設置場所 □ 同一階および直下の階

●警報器
・種類 □ 共同住宅用非常警報設備

■ 共同住宅用非常警報設備同等品□ その他
・設置場所 □ 同一階および直下の階

・同一階および直下の階の火災は、感知器から

■
□

□
□

２－３ 排煙形式 ■ 開放型廊下 ■ 平面図
避難安全対策 □ 自然排煙 □ 断面図
（他住戸等火災 □ 機械排煙(一般) □ 矩計図
災時・共用廊下 □ 機械排煙(加圧式) □ 設備図

□ その他 □
□ 該当なし*1 平面形状 □ 通常の歩行経路による2以上の方向への避難可 ■ 平面図

■ 直通階段との間に他住戸等なし □
□ その他（注：この場合のみ耐火等級についても評価）

□ ３ 耐火等級 防火設備 ・防火設備の種類 □ 仕様書
□ ２ （避難経路の の仕様等 □ 令第112条第1項に規定する特定防火設備 □ 平面図
□ １    隔壁の □ 建築基準法第2条第9号の2ロの防火設備 □ 建具表

   開口部） (耐火性能が ・認定番号 (  ) □
最も低いもの） ・耐火時間（ □ 60分 □ 20分）

２－４ バルコニー □ 直通階段に直接通ずるバルコニー □ 仕様書
脱出対策 及び ■ 隣戸に通ずるバルコニー ■ 平面図
（火災時） 避難器具 ■ 避難器具（ □ 滑り棒 □ 滑り台 □ 緩降機 □
□ 該当なし*2 □ 避難用タラップ □ 避難ロープ

■ □ 避難橋□ 救助袋)
□ その他 ( )

２－７ ■ ４ 界壁の構 ・構造・材料 ■ 鉄筋コンクリート造　厚さ7cm以上 □ 仕様書
耐火等級 □ ３ 造等 □ その他 ( ) ■ 平面図
(界壁及び界床) □ ２ (耐火性能が ・認定番号　( ) ■ 構造図

□ １ 最も低いもの） ・耐火時間　( ■ 60分 □ 45分 □ 20分) □
□ 該当なし*3 下階界床 ・構造・材料 ■ 鉄筋コンクリート造　厚さ7cm以上 □ 仕様書

の構造等 □ その他 ( ) □ 断面図
(耐火性能が ・認定番号　( ) ■ 構造図
最も低いもの） ・耐火時間　( ■ 60分 □ 45分 □ 20分) □
*1 避難階に存する住戸及び他住戸等を同一階等に有しない住戸は該当なしにチェックする

*2 避難階に存する住戸は該当なしにチェックする
*3 下階界床・隣戸界壁の双方を有しない住戸は該当なしにチェックする

脱出対策

（仮称）○○マンション

・同一階および直下の階の火災は、感知器から戸外表示器へ表示され、かつ

避難はしご

界壁

●火災発生住戸等の感知器から評価対象住戸等の警報器への連絡方法

自動転送にて評価対象住戸のある階及び直下の階の共用部の警報ベルなどを鳴動

住宅用火災警報機同等品

下階界床

記載図書

手動転送にて評価対象住戸のある階及び直下の階の共用部の警報ベルなどを鳴動

自動転送にて評価対象住戸内の警報器などを鳴動

201,301,401,501,601住戸番号Ａ-2住戸タイプ

全ての台所等（

手動転送にて評価対象住戸内の警報器などを鳴動

評価対象建築物の名称

評価対象建築物の所在地

火
災
時
の
安
全
に
関
す
る
こ
と

東京都中野区本町字△△-○○,-□□

××設計一級建築士事務所

全ての居室（
全ての寝室（

ＬＤＫ・洋室1・洋室2・和室

記載例 
住戸評価用は、 
各住戸（もしくは各タイ

プ）につき1セット必要 

避難階にある住戸及び 
同一階等（同一階及び直下の

階）に他住戸のない住戸につい

等級4 

等級3 

平面形状で
『その他』の
場合のみ、
等級発生 

避難手段が複数ある場合
は全て記載する事 

避難階にあ
る住戸は、
『該当なし』
になります。 



設計内容説明書【共同住宅等用】 （第二面）
性能表示 自己評価 確認 設計内容説明欄 ※ 設計
事項 等級 項目 内容
※ ※ ※ 項目 設計内容 確認
４－１ □ ３ ・排水管（ □ 有 ■ 無）　・給水管（ □ 有 ■ 無） ■ 仕様書
維持管理対策 ■ ２ ・給湯管（ □ 有 ■ 無）　・ガス管（ □ 有 ■ 無） ■ 設備図
等級 □ １ ・排水管（ □ 有 ■ 無）　・給水管（ □ 有 ■ 無） □
(専用配管) ・給湯管（ □ 有 ■ 無）　・ガス管（ □ 有 ■ 無）

・排水管（ □ 有 ■ 無）　・給水管（ □ 有 ■ 無） ■ 仕様書
・給湯管（ □ 有 ■ 無）　・ガス管（ □ 有 ■ 無） ■ 設備図
□ □

排水管の 配水管等 ■ 平滑である（仕様： ） ■ 仕様書
性状等 の内面 ■ その他（ ） □

設置状態 ■ たわみ抜けが生じないように設置
措置（ ）

□ その他（ ）
・便所 □ 平面図
□ 洋風便器（取外し可） □ 設備図

*1 □ 共用立管に隣接 □ ﾄﾗｯﾌﾟ廻
□ 掃除口有 　り詳細図
□ 露出 □ PS内(点検口付) □ その他 □
・その他の水まわり器具
□ トラップから清掃可
□ 掃除口有

[ □ 露出 □ ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ内□ 二重床内(点検口付)]
□ その他

*1 ・排水管と設備機器の接合部 □ 平面図
MB：ﾒｰﾀｰﾎﾞｯｸｽ □ ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ扉 □ 二重床点検口(防水ﾊﾟﾝ下部等) □ 設備図
PS：ﾊﾟｲﾌﾟｼｬﾌﾄ □ 露出 □ その他 □

・給水管と設備機器の接合部
□ ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ扉 □ 二重床点検口(防水ﾊﾟﾝ下部等)
□ 壁面露出 □ その他
・給水管のバルブ、ヘッダー　
□ ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ扉 □ 二重床点検口 □ 天井点検口
□ MB扉 □ PS点検口 □ 露出 □ その他
・給湯管と設備機器の接合部
□ ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ扉 □ 二重床点検口(防水ﾊﾟﾝ下部等)
□ 壁面露出 □ その他
・給湯管のバルブ及びヘッダー　
□ ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ扉 □ 二重床点検口 □ 天井点検口
□ MB扉 □ PS点検口 □ 露出 □ その他
・ガス管のバルブ
□ ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ扉 □ 二重床点検口 □ 天井点検口
□ MB扉 □ PS点検口 □ 露出 □ その他

４－４ 構造 躯体 （ ） ・躯体天井高 （ ㎜以上） ■計算書参照 ■ 平面図
更新 躯体等 天井高 階 □ 異なる躯体天井高が存在する場合 ■ 構造図
対策 最も低い部分 □ はり □ 矩計図
（住戸専用部） □ 傾斜屋根 ■ 計算書

□ その他（ ） □
（ ㎜以上）

（ ） ・躯体天井高 （ ㎜以上）
階 □ 異なる躯体天井高が存在する場合

最も低い部分 □ はり
□ 傾斜屋根
□ その他（ ）

（ ㎜以上）
・住戸専用部の構造躯体で、間取り変更の障害となりうるもの ■ 平面図
■ 無し ■計算書参照 □ 構造図
□ 壁（寸法： 位置： ） □
□ 柱（寸法： 位置： ）

専用
排水管

*ﾒｿﾞﾈｯﾄの
場合のみ
階を明示し
階毎に記載

住戸専用部
の構造躯体
の壁又は柱

記載図書

専用配管

(継ぎ手及び
ﾍｯﾀﾞｰを含む)

地中
埋設管

管径の異なる接合部なし

主要接合
部等の点
検措置

ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ
内埋込配
他住戸の
専用部内

配管
点検口
*1

排水管の
清掃措置

地中埋設
管上のｺﾝ
ｸﾘｰﾄ打設

201,301,401,501,601

接着接合・支持金物・吊金物等による

最も低い部分の躯体天井高

住戸タイプ

維
持
管
理
・
更
新
へ
の
配
慮
に
関
す
る
こ
と

Ａ-2 住戸番号

ＶＰ管使用
条例等の規制により凍結防止の為配管埋設が定められている地域

最も低い部分の躯体天井高

記載例 

住戸四周の梁は、 

住戸四周の柱等は、 

等級2の場合は専用排水管・配
管点検口設計内容説明欄の記
載は不要です。 

等級2の場合は専用排水管・配
管点検口設計内容説明欄の記
載は不要です。 

*全住戸同じ設計内容説明であれば「全住戸共

通」と記載しに1枚にまとめても良いです。 

躯体天井高さ計算書を添付す
る場合、換気計算書によると記
載することによりタイプ別の説
明書は省略可能です。 



設計内容説明書【共同住宅等用】 （第三面）
性能表示 自己評価 確認 設計内容説明欄 ※ 設計
事項 等級 項目 内容
※ ※ ※ 項目 設計内容 確認
□５－１ □ ４ 各部の熱 屋根又は天井： ■ 外断熱 □ 内断熱 □ 仕様書
断熱等性能 ■ ３ 貫流率又 ■ 硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温板（ 1 )種( 3 )号 t=( ） ■ 平面図
等級 □ ２ は各部の □ 吹付け硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ(現場発泡) t=( ） ■ 断熱材

□ １ 断熱材の □     押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温板( )種 t=( ） 　仕様書
地域区分 種類と その他( ) t=( ） ■ 矩計図
6 地域 厚さ 壁： □ 外断熱 □ 内断熱

※t：厚さ □ 硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温板（ )種( )号 t=( ）
適用する基準 単位(mm) ■ 吹付け硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ(現場発泡) t=( ）
□ 非住宅・ □     押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温板( )種 t=( ）

住宅計算法 その他( ) t=( ）
（告示265号) 床（外気に接する部分）： □ 外断熱 □ 内断熱

□ 硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温板（ )種( )号 t=( ）
□ 住宅仕様基準 □ 吹付け硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ(現場発泡) t=( ）

（告示266号) □     押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温板( )種 t=( ）
その他( ) t=( ）

床（その他の部分）： □ 外断熱 □ 内断熱
□ 硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温板（ )種( )号 t=( ）

□ UA値の値を □ 吹付け硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ(現場発泡) t=( ）
評価書に □     押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温板( )種 t=( ）
記載する その他( ) t=( ）

□ ηA値の値を 非住宅 外皮平均熱貫流率 □ 外皮平均熱貫流率UA　（ ）W/(㎡K)*4

評価書に 住宅計算法 日射熱取得率 □ 冷房期の平均日射熱取得率ηA　 ）*4

記載する 住宅仕様 適用条件 ・鉄筋コンクリート造等単位住戸の過半の床が外気に
基準 □ 接している □ 接していない

・開口部比率（ ）
躯体の断 □ 熱貫流率の基準に適合
熱性能等 □ 断熱材の熱抵抗の基準に適合
開口部の 開口部比率の区分[ ]
断熱性能 □ 緩和措置利用あり
等 □ 窓の断熱（２％緩和） □ 窓の日射（４％緩和）

□ 仕様書
壁内及び外壁内への通気止めの設置 ■ 矩計図

■ 充填断熱工法などでないため開放部分なし、また □ 平面図
　その他の理由による開放部分もなし □
□ 通気止め設置 □ その他

・天井又は屋根又は壁の埋込型照明器具又はコンセント等で
断熱材を欠損する場合の措置

■ 該当なし □ 欠損する部分を補修 □ その他
・屋上の逆梁、アンテナ基礎又は機械基礎等で屋上外断熱材を
欠損する場合の措置

■ 該当なし □ 欠損部分直下住戸内天井部分を内断熱
□ その他

・繊維系断熱材等の防湿層の設置
■ 該当なし □ 設置

躯体の 熱橋部 天井（仕様： ） t=( ） □ 仕様書
断熱 対策 □ 熱抵抗値( ㎡･K/W) □ 熱貫流率( W/㎡･K) □ 矩計図
性能等 壁　（仕様： ） t=( ） □ 平面図

□ 熱抵抗値( ㎡･K/W) □ 熱貫流率( W/㎡･K) □
床　（仕様： ） t=( ）

□ 熱抵抗値( ㎡･K/W) □ 熱貫流率( W/㎡･K)
補強範囲 [□ 450㎜ □ 600㎜ □ その他( ㎜)]

開口部 建具・ドア枠の材質・形状、ガラスの種類・構成等および建具気密性 □ 仕様書
の断熱 建具･ドア枠の材質･形状･ 気密性 ■ 平面図
性能等 建具の ガラスの種類･構成等 等級 ■ 建具表

断熱性 □ 矩計図
□ 日射侵
入率計算書

建具の 建具・ドア枠の材質・形状、
日射侵入 ガラスの種類・構成等、庇･軒･付属部材等の設置
対策 建具･ドア枠の材質･形状･ 庇･軒･付

ガラスの種類･構成等 属部材等

庇･軒･付属部材等の記号は、

A：なし　B：庇・軒　C：ｶｰﾃﾝﾚｰﾙﾀﾞﾌﾞﾙ　D：内付ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ　E：外付ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ　

F：紙障子　G：その他　を示す。　　　注)4%緩和規定利用時は特記のこと。

ｻｯｼの熱還流率

一重アルミ/シングルガラス

ｻｯｼの日射取得率

一重アルミ/シングルガラス

30

断熱構造
とする
部分

計算書による

計算書による

区分（い）

・小屋裏、天井裏内又は床下内に上下端部が開放された間仕切

断熱性能
を確保す
るための
事項

躯体の断
熱性能等

温
熱
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
に
関
す
る
こ
と

25

記載図書

住戸タイプ Ａ-2 住戸番号

評価書に表示選択可能

*4
等級4の場合のみ

201,301,401,501,601

記載例 

車庫やエントランス
の直上階の場合はこ
ちらに記載 

ピット等の直上階の
場合はこちらに記

建具･ドア枠の材質･形状･ガラスの種類･構成等においてはｻｯｼの仕様を記載してくだ

*全住戸計算書で代用できる場合は「全住戸共

通」とし1枚にまとめても良い 

建具･ドア枠の材質･形状･ガラスの種類･構成等においてはｻｯｼの仕様を記載してくだ



設計内容説明書【共同住宅等用】 （第四面）
性能表示 自己評価 確認 設計内容説明欄 ※ 設計
事項 等級 項目 内容
※ ※ ※ 項目 設計内容 確認
□５－２ □ ５ 一次エネ 地域 地域区分　 6 地域 □ 仕上表
一次エネルギー■ ４ ルギー 区分等 以下は入力が必要な設備機器を用いる場合のみ □ 仕様書
消費量等級 □ １ 消費量に □ 年間日射地域区分（ ）区分 □ 面積表

係る基本 □ 暖房期日射地域区分（ ）区分 ■ 計算書
事項等 適用する ■ 一次エネルギー消費量計算 □

基準 設計一次エネルギー消費量（ 別紙参照 ）MJ/(㎡･年)
基準一次エネルギー消費量（ 別紙参照 ）MJ/(㎡･年)

□ 設計施工指針附則第６
面積等 主たる居室の面積 （ 別紙参照 ）㎡

その他の居室の面積 （ 別紙参照 ）㎡
床面積の合計 （ 別紙参照 ）㎡

外皮 単位温度差当たりの外皮熱損失量（ｑ）
熱損失量 （ 別紙参照 ）W/K
冷房期の 単位日射強度当たりの冷房期の日射熱取得量（ｍC）
日射熱取得 （ 別紙参照 ）
暖房期の 単位日射強度当たりの暖房期の日射熱取得量（ｍH）
日射熱取得 （ ）
自然風 □ 自然風の利用
利用 ・主たる居室（ ）

・その他居室（ ）
蓄熱利用 □ 蓄熱の利用

□ 単位床面積当たりの一次エネルギー消費量の値を

評価書に記載する　*5

（ ）MJ/(㎡･年)
設備機器 暖房方式 （ ） □ 平面図
に係る 冷房方式 （ ） □ 機器表
概要 換気設備 （ ） □ 系統図

方式 □
給湯設備 給湯熱源機（ ） □

・配管方式 □ 先分岐方式 ■ ヘッダー方式
・水栓 ■ 節湯水栓等を使用
・浴槽 ■ 高断熱浴槽を使用
・太陽熱給湯 □ 太陽熱給湯を使用

照明設備 主たる居室 （ LEDのみ使用 ）
その他居室 （ LEDのみ使用 ）
非居室 （ LEDのみ使用 ）

太陽光 太陽光発電設備の使用 □ 有
発電設備 □ 無
コージェネ
レーション コージェネレーション設備の使用 □ 有 □ 無
設備

*5 等級5取得の場合のみ、評価書に選択可。

単位床面積
当たりの一次
エネルギー消

費量

温
熱
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
に
関
す
る
こ
と

住戸番号

記載図書

住戸タイプ Ａ-2 201,301,401,501,601

記載例 

評価対象住戸が複数の場合、
計算書等の添付があれば別紙
参照と記載する 

対象となる設備と使用する場合
ﾁｪｯｸを入れる 
 

*全住戸が計算書で代用できる場合は 
「全住戸共通」とし1枚にまとめても良い 



設計内容説明書【共同住宅等用】 （第五面）
性能表示 自己評価 確認 設計内容説明欄 ※ 設計
事項 等級 項目 内容
※ ※ ※ 項目 設計内容 確認
６－１ 内装 居室の内 使用する □ 製材等[ □ 製材 □ 丸太 □ 単層フローリング] ■ 仕様書
ホルムアル ■ ３ 装の仕上 建材 ■ 特定建材 ■ その他 ■ 仕上表
デヒド対策 □ ２ 材 ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ JIS表示区分等( ■ □ F☆☆☆ □ F☆☆） ■ 建具表
(内装及び天井 □ １ 発散等級 □ 整理表
裏等) (特定建材) 種類： 使用部位： □ 設備図

種類： 使用部位： ■ 使用建築材料表

□ 該当なし 種類： 使用部位：
（内装） 種類： 使用部位：

種類： 使用部位：
□ 該当なし 種類： 使用部位：

（天井裏等） 種類： 使用部位：
天井裏等 天井裏等 措置方法 ■ 使用建材による □ 換気又は気密措置による □ 仕様書
□ ３ の下地材 使用する □ 製材等[ □ 製材 □ 丸太 □ 単層フローリング] □
■ ２ 等 建材 ■ 特定建材 □ その他 □

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ JIS表示区分等( ■ □ F☆☆☆ □ その他） □ 仕上表
発散等級 □ 建具表
(特定建材) 種類： 使用部位： □ 整理表

種類： 使用部位： ■ 仕様書
種類： 使用部位： ■ 使用建築材料表

６－２ 居室の 種類 ■ 機械換気設備 □ その他（ ）
換気対策 換気対策 機械換気 ・一体とみなす居室の範囲 ■ 計算書

（ ） ■ 仕様書
・換気方式 □ 平面図

□ 給気機+排気機(第1種) □ 建具表
□ 給気機+排気口(第2種) ■ 設備図
■ 給気口+排気機(第3種) □

気積（ m3） 換気量（ m3）
換気回数（ 回/h）

・ドアのアンダーカット又はガラリ (■ 有 □ 無 ）
・一体とみなす居室の範囲 □ 計算書
（ ） □ 仕様書
・換気方式 □ 平面図

□ 給気機+排気機(第1種) □ 建具表
□ 給気機+排気口(第2種) □ 設備図
□ 給気口+排気機(第3種) □

気積（ m3） 換気量（ m3）
換気回数（ 回/h）

・ドアのアンダーカット又はガラリ (□ 有 □ 無 ）
・一体とみなす居室の範囲 □ 計算書
（ ） □ 仕様書
・換気方式 □ 平面図

□ 給気機+排気機(第1種) □ 建具表
□ 給気機+排気口(第2種) □ 設備図
□ 給気口+排気機(第3種) □

気積（ m3） 換気量（ m3）(備考:
換気回数（ 回/h）

・ドアのアンダーカット又はガラリ (□ 有 □ 無 ）
局所換気 便所 ・機械換気 （ ■ 有 □ 無 ） □ 仕様書
対策 ・換気窓 （ □ 有 ■ 無 ） (備考: ) ■ 平面図

浴室 ・機械換気 （ ■ 有 □ 無 ） ■ 設備図
・換気窓 （ □ 有 ■ 無 ） (備考: ) □

台所 ・機械換気 （ ■ 有 □ 無 ）
・換気窓 （ ■ 有 ■ 無 ） (備考: )

７－１ 開口部 居室の面 ・居室の床面積の合計 （ ㎡) ■ 計算書
単純開口率 （単純 積に対す ・居室の開口部の面積の合計（ ㎡) □ 平面図

開口率） る開口部 ・単純開口率 （ ％以上） □ 建具表
の割合 ■ 開口率計算書による □

７－２ 開口部 方位別開 方位別開口部面積の合計　　　　方位別開口比
方位別 (方位別 口部の面 北 （ ㎡)（ %）
開口比 開口比) 積合計の 東 （ ㎡)（ %）

比 南 （ ㎡)（ %）
西 （ ㎡)（ %）
真上 （ ㎡)（ %）
■ 開口率計算書による
* 方位別開口比の値が0から99の場合には｢%｣を｢%以上｣と読み替える

　また、開口部の存在しない方位を「-」と表記し、「0%」と読み替える。

B、Cﾀｲﾌﾟのみ有り

住戸タイプ Ａ-2 住戸番号

※別途使用建築材料表参照

記載図書

計算書による

全居室・浴室・便所・洗面室

計算書による 計算書による

※別途使用建築材料表参照

光
・
視
環
境
に
関
す
る
こ
と

空
気
環
境
に
関
す
る
こ
と

F☆☆☆☆

F☆☆☆☆

201,301,401,501,601

記載例 

①使用建築材料表 
②確認申請書四面別表 
確認申請済物件であれば、添付の事 
申請未物件であれば、それに代わる書

「開口部は存在するが1％に満たな

い」場合は、方位別開口比を『-％』で

はなく、『0％』と表記下さい。 

換気計算書を添付する場合、
換気計算書によると記載する 
 

開口率計算書を添付する場合、
換気計算書によると記載するこ
とによりタイプ別の説明書は省

例えば住戸ﾀｲﾌﾟがA､B､C､Dﾀｲﾌﾟあった場合でそ

のうちB、Cﾀｲﾌﾟのみ窓あった場合、有・無の両方

にﾁｪｯｸをし備考に「B、Cﾀｲﾌﾟのみ有」と表記する

ことによりﾀｲﾌﾟ別の説明書は省略可能です。 

*全住戸の仕様が同じ場合は 
「全住戸共通」とし1枚にまとめても良



設計内容説明書【共同住宅等用】 （第六面）
性能表示 自己評価 確認 設計内容説明欄 ※ 設計
事項 等級 項目 内容
※ ※ ※ 項目 設計内容 確認
９－１ □ ５ 部屋の 特定寝室 特定寝室（室名： ） ■ 平詳図
高齢者等配 □ ４ 配置等 と同一階 ・特定寝室と同一階にある部屋 □
慮対策等級 ■ ３ にある室 ■ 玄関 ■ 便所 ■ 浴室 ■ 洗面所■ 食事室 □
(専用部分) □ ２ ■ 脱衣室

□ １ ・ホームエレベーターの有無[ □ 有 ■ 無]
・ホームエレベーター出入口の幅員( ㎜)

段差 出入口等 ・玄関出入口 ■ 平詳図
(日常生活 くつずりと玄関外側　( ) ■ 矩計図
空間内) くつずりと玄関土間　( ) □

・上がりかまち　　　　( )
・浴室出入口 ■ 単純 □ またぎ ( )
・バルコニー出入口 ■ 単純 □ またぎ ( )
　・タタミコーナー等
奥行( ㎜) , 幅( ㎜) , 蹴上( ㎜)
　・踏み段　
奥行( ㎜) , 幅( ㎜) , 蹴上( ㎜)

その他 ・室名( )
(日常生活 ・段差( 　㎜)
空間外)

階段 勾配等 ・けあげ　( ㎜)・踏面　( ㎜) □ 平詳図
・勾配　 ( ／ ) □ 階段詳細図

蹴込み ・蹴込み寸法( 　㎜) ・蹴込み板　　(□ 有 □ 無) □
形式等 ・階段の形式( )

・最上段の通路等への食い込み　□ 有 □ 無)
・最下段の通路等への突出 ( □ 有 □ 無)

滑り防止 ・滑り止め　( □ 有 □ 無 , 踏面と同一面)
段鼻 ・段鼻の出　( □ 有 □ 無) 
手摺の ・階段　　　( □ 両側設置 □ 片側設置)
設置 手摺高さ(  ）㎜

手摺 手摺の ・便所 □ 立ち座り ■ 平詳図
設置 ・浴室 ■ 浴室出入口 □ 浴槽出入り ■ 矩計図

□ 浴槽立ち座り □ 姿勢保持 □ 洗い場立ち座り □ 仕様書
・バルコニー出入口(□設置､等級3,2の場合は設置可) ■ 建具表
・玄関 （ □ 設置 ■ 設置可　）
・脱衣室 （ □ 設置 ■ 設置可　）

転落防止　 　 ・バルコニー
手摺の 腰壁の高さ（ 　㎜) □　1100以上
設置 手摺高さ( □ 腰壁より ■ 床面より) ㎜

・窓(2階以上)
窓台の高さ（ 　㎜) ※3Ｆ以上1,100㎜
手摺高さ( □ 窓台より ■ 床面より) ㎜
・住戸内の廊下及び階段(開放されている側)
腰壁の高さ（ 　㎜) 手摺高さ （ 　㎜)
・手摺子の内法寸法 □ 110㎜以下 □ 110㎜を超える

通路及び 通路の ・最小有効幅員　( ) □ 平詳図
出入口の 幅員 ・柱等の箇所　　( ㎜) □
幅員 出入口の ・玄関　　　  (有効 )
(日常生 幅員 ・浴室出入口  (有効 )
活空間) (ﾊﾞﾙｺﾆｰ ・玄関・浴室出入口以外の室の出入口

勝手口等 (最小幅員 )
を除く) ■ 工事を伴わない撤去により対応可

□ 軽微な改造により対応可
寝室､ 浴室の ・内法の短辺寸法　 ( ㎜) ■ 平詳図
便所及び 寸法 ・内法面積　       ( ㎡) □ UB詳
浴室 ・ユニットバス型番（ ） □
(日常生 便所の ・内法寸法　長辺（ ㎜）短辺（ ㎜）
活空間) 寸法等 □ 短辺が便器後方の壁から便器の先端+500㎜以上

■ 便器の前方に500㎜以上確保
□ 便器の側方に500㎜以上確保
□ 工事を伴わない撤去により対応可
■ 軽微な改造により対応可
□ ドア開放により対応可
・便器の形式　( ■ 腰掛け式 □ その他)

特定寝室 特定寝室（室名： ）
の面積 ・内法面積 ( )

5㎜以下
180㎜以下

800

780㎜以上

750㎜以上
600㎜以上

750㎜以上

1200

洋室・和室
9㎡以上

1150
1000

高
齢
者
等
へ
の
配
慮
に
関
す
る
こ
と

180㎜以下

記載図書

20㎜以下

1.92

5㎜以下

1350

該当室なし

1216

洋室1

住戸タイプ Ａ-2 住戸番号

700

201,301,401,501,601

記載例 

等級２以上は20mm以下 

等級２以上は5mm以下 

住戸内階段がなけれ
ば記載不要 

工事を伴わない撤去： 
ビス・ネジ等を外す程度の作業 
軽微な改造： 
ドア枠・間仕切・袖壁の撤去程度の作

脱衣室・便所出入り口も対象になります。 

①便所手摺 
②浴室出入用手摺 
③玄関手摺（ｏｒ補強） 
④脱衣室手摺（or補強） 
 
以上四点のいずれかひとつで

基準寸法以上と記載し、個別の寸法の

記載は不要 

*全住戸計算書で代用できる場合は「全住戸共

通」とし1枚にまとめても良い 

基準面積以上と記載し、個別の面積の

記載は不要 



設計内容説明書【共同住宅等用】 （第七面）
性能表示 自己評価 確認 設計内容説明欄 ※ 設計
事項 等級 項目 内容
※ ※ ※ 項目 設計内容 確認
９－２ □ ５ 共用廊下 幅員 幅員( ㎜) 有効幅員（ ㎜) □ 仕様書
高齢者等配 ■ ４ (エントランス 歩行補助 ■ 片面設置 □ 無 ■ 平面図
慮対策等級 □ ３ ホールを 手摺 ・床面からの高さ（ ㎜） ■ 矩計図
(共用部分) □ ２ 含む) 開放廊下 ・腰壁の高さ （ ㎜） □

□ １ の転落防 ・手摺高さ(■ 腰壁より □ 床面の先端より)  ㎜ □
□ 該当なし 止用手摺 ・手摺子の内法寸法 ■ 110㎜以下

床の段差 ■ 段差なし
等 ・高低差　[ ■ 有 □ 無    ( )]

・高低差が生じる場合の構造   勾配( )
□ 傾斜路(勾配1/12以下)と段の併設 ■ 傾斜路(勾配1/15以下)の設置

□ 傾斜路(勾配1/8以下)の設置、かつ高低差80㎜以下

・傾斜路の構造
手摺( □ 両側設置 ■ 片側設置 □ 無)
手すりの床面からの高さ　 ㎜)
有効幅員 ( ㎜)
・段の構造
有効幅員( ㎜) 勾配 ( ／ )

㎜)・踏み面( ㎜)
段の蹴込み寸法( ㎜)
蹴込み板 （ □ 有 □ 無 )
最上段の通路等への食い込み （ □ 有 □ 無 )
最下段の通路等への突出 （ □ 有 □ 無 )
滑り止め （ □ 有 □ 無 □ 踏面と同一面 ）
段鼻の出 （ □ 有 □ 無 )
手摺　　( □ 両側設置 □ 片側設置 □ 無 ）
段鼻からの手摺の高さ（ ㎜)

共用階段 幅員 ・幅員　( ) ■ 階段詳細図

勾配等 ・けあげ　( ㎜)・踏面　( ㎜) ■各階EV着床 ■ 平面図
・勾配　 ( ／11 ) □
・蹴上×２＋踏面（ ㎜）

蹴込み ・蹴込み寸法( ㎜)
・蹴込み板 （ ■ 有 □ 無 )

形式等 ・階段の形式
( ■ 踊場付き折れ階段 □ 直階段 □ その他 )
・最上段の通路等への食い込み （ □ 有 ■ 無 )
・最下段の通路等への突出 （ □ 有 ■ 無 )

昇降補助 □ 両側設置 ■ 片側設置 □ 無
手摺 ・段鼻からの高さ　 ㎜)
滑り防止 ・滑り止め( ■ 有 □ 無、踏面と同一面)
段鼻 ・段鼻の出 （ □ 有 ■ 無 )
転落防止 ・腰壁の高さ( ㎜)
用手摺 ・手摺高さ(□ 段鼻より □ 腰壁より)  ㎜
(外部開放階段) ・手摺子の内法寸法 □ 110㎜以下

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ エレベーター ・住戸位置( □ 建物出入口の在る階 ■ 左記以外) ■ 平面図
の利用 ・エレベーター設置 （ ■ 有 □ 無 ) ■ ＥＶ詳
エレベーター ・出入口の有効幅員 ( ) □
の仕様 ・かごの奥行き寸法　( )
ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ エレベーターホールの寸法
ﾎｰﾙの広さ ■ 1,500㎜×1,500㎜ 以上
経路上の □ 建物出入口からエレベーターホールまでの経路上の段差なし
床段差 ・高低差　[ ■ 有 □ 無( ㎜)]
傾斜路 □ 傾斜路(勾配1/12以下)と段の併設 ■ 傾斜路(勾配1/15以下)の設置

及び段 □ 傾斜路(勾配1/8以下)の設置
の構造 ・傾斜路の構造
（建物出入 ･手摺　　( □ 両側設置 ■ 片側設置 □ 無 ）
口からエ 床面からの高さ( ㎜)
レベータ ・有効幅員　    ( ㎜)
ーホール ・段の構造
への経路 有効幅員( ㎜) 勾配 ( ／ )
上の床の ㎜)・踏み面( ㎜)
高低差が 段の蹴込み寸法( ㎜)
生じる場 蹴込み板 （ □ 有 □ 無 )
合） 最上段の通路等への食い込み （ □ 有 □ 無 )

最下段の通路等への突出 （ □ 有 □ 無 )
滑り止め （ □ 有 □ 無 □ 踏面と同一面 ）
段鼻の出 （ □ 有 □ 無 )
手摺　　( □ 両側設置 □ 片側設置 □ 無 ）
段鼻からの手摺の高さ（ ㎜)

けあげ(

けあげ(

1150

640

1350㎜以上

30

800
1250

800㎜以上

900㎜以上
195 250

1250

30㎜以下

800

記載図書
高
齢
者
へ
の
配
慮
に
関
す
る
こ
と

1200㎜以上 1200㎜以上

800
100

1050

30mm以下
1/20

住戸タイプ Ａ-2 住戸番号

800

記載例 

長屋等共用部
が無い場合は
『該当なし』 

等級1の場合でも、

廊下の有効幅員

は記載必要です。

また必要有効復

員は基準法により

ます。 

等級1の場合でも、階段

の踏面、けあげ勾配、手

摺の有無、転落防止用

手摺等は、記載必要です。 

共同住宅で等級1の場合、太線
枠 

等級1の場合でも、廊下の

有効幅員は記載必要です。

また必要有効復員は基準

法によります。 

*全住戸同じ仕様の場合は「全住戸共通」と記載

し1枚にまとめても良い 



設計内容説明書【共同住宅等用】 （第八面）
性能表示 設計内容説明欄 ※ 設計
事項 内容
※ 項目 設計内容 確認
10-1 ・対象箇所 ( ） □ 仕様書
開口部の侵入 ・戸の性能 □ CP表示品 □ その他　（ ）） □ 平詳図
防止対策 ・ガラスの性能 □ 対象外 □ 対象 ⇒ □ 立面図
□ 建物出入口 （ □ CP表示品 □ その他　（ ）） □ 建具表

のある階 □ 対策あり 　ｳｨﾝﾄﾞｳﾌｨﾙﾑ □ 不要 □ 必要 ⇒ （ □ 有 □ 無 ） □
〔　 階〕* □ ｼｬｯﾀｰ等 ・錠数（ □ 2以上装着）

□ その他 1以上の錠 （ □ CP表示品・ﾃﾞｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄ鎌式 □ その他 ）
□ 該当なし 1以上の錠 （ □ ｻﾑﾀｰﾝ操作不可）

・対策（ □ CP表示品
□ その他（ ））

・対象箇所 ( ）
・種類 （ □ 雨戸 □ ｼｬｯﾀｰ □
・対策（ □ CP表示品 □ その他　（ ））
・対象箇所 ( ） □ 仕様書
・サッシ （ □ CP表示品 □ その他　（ ）） □ 平詳図
・ガラス （ □ CP表示品 □ その他　（ ）） □ 立面図
　ｳｨﾝﾄﾞｳﾌｨﾙﾑ □ 不要 □ 必要 ⇒ （ □ 有 □ 無 ） □ 建具表
・クレセント等 □ 2以上装着） □
・対象箇所 ( ）
・戸の性能 □ CP表示品 □ その他　（ ））

□ 対策あり ・ガラスの性能 □ 対象外 □ 対象 ⇒
□ ｼｬｯﾀｰ等 （ □ CP表示品 □ その他　（ ））
□ その他 　ｳｨﾝﾄﾞｳﾌｨﾙﾑ □ 不要 □ 必要 ⇒ （ □ 有 □ 無 ）
□ 該当なし ・錠数（ □ 2以上装着）

1以上の錠 （ □ CP表示品・ﾃﾞｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄ鎌式 □ その他 ）
1以上の錠 （ □ ｻﾑﾀｰﾝ操作不可）

・対策（ □ CP表示品
□ その他　（ ））

・対象箇所 ( ）
・種類 （ □ 雨戸 □ ｼｬｯﾀｰ □ その他　（ ））
・対策（ ■ CP表示品 □ その他　（ ））
・対象箇所 ( ）
・ガラス （ □ CP表示品 □ その他　（ ））
　ｳｨﾝﾄﾞｳﾌｨﾙﾑ □ 不要 □ 必要 ⇒ （ □ 有 □ 無 ）
・対象箇所 ( ）
・種類 （ □ 雨戸 □ ｼｬｯﾀｰ □ その他　（ ））
・対策（ □ CP表示品 □ その他　（ ））
・対象箇所 ( ） □ 仕様書
・サッシ （ □ CP表示品 □ その他　（ ）） □ 平詳図
・ガラス （ □ CP表示品 □ その他　（ ）） □ 立面図
　ｳｨﾝﾄﾞｳﾌｨﾙﾑ □ 不要 □ 必要 ⇒ （ □ 有 □ 無 ） □ 建具表

□ 対策あり ・クレセント等 □ 2以上装着） □
□ ｼｬｯﾀｰ等 ・対象箇所 ( ）
□ その他 ・戸の性能 □ CP表示品 □ その他　（ ））
□ 該当なし ・ガラスの性能 □ 対象外 □ 対象 ⇒

（ □ CP表示品 □ その他　（ ））
　ｳｨﾝﾄﾞｳﾌｨﾙﾑ □ 不要 □ 必要 ⇒ （ □ 有 □ 無 ）
・錠数（ □ 2以上装着）

1以上の錠 （ □ CP表示品・ﾃﾞｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄ鎌式 □ その他 ）
1以上の錠 （ □ ｻﾑﾀｰﾝ操作不可）

・対策（ □ CP表示品
□ その他　（ ））

・対象箇所 ( ）
・種類 （ □ 雨戸 □ ｼｬｯﾀｰ □ その他　（ ））
・対策（ □ CP表示品 □ その他　（ ））
・対象箇所　　 ）
・ガラス （ □ CP表示品 □ その他　（ ））
　ｳｨﾝﾄﾞｳﾌｨﾙﾑ □ 不要 □ 必要 ⇒ （ □ 有 □ 無 ）
・対象箇所 ( ）
・種類 （ □ 雨戸 □ ｼｬｯﾀｰ □ その他　（ ））
・対策（ □ CP表示品 □ その他　（ ））

評価対象外の開口部 □ 仕様書
（ ） （ ） □ 平詳図
（ ） （ ） □ 立面図
（ ） （ ） □ 建具表
（ ） （ ） □

* １つの階ごとに１つの欄を使用し、メゾネット等で1住戸に2以上の階がある場合には、階の数だけ各欄を連結して使用する。

開
閉
機
構
な
し

対象箇所開口部の大きさ

面格子

その他の
開口部

開
閉
機
構
あ
り

戸及び
錠による
対策

雨戸等に
よる対策

上記と同
等の対策

（区分c）

雨戸等に
よる対策

外部から
の接近が
比較的容
易な開口

部

開
閉
機
構
あ
り

（区分ｂ） 戸及び
錠による
対策

防
犯
に
関
す
る
こ
と

住戸の出入口 戸及び
錠による
対策（区分a）

上記と同
等の対策

確認項目

記載図書

住戸タイプ Ａ-2 住戸番号

雨戸等に
よる対策

開
閉
機
構
な
し

サッシ及
びガラス
による
対策

ガラス等
による対
策

雨戸等に
よる対策

サッシ及
びガラス
による
対策

ガラス等
による
対策

上記と同
等の対策

開口部の
大きさ、
対象箇所

雨戸等に
よる対策

201,301,401,501,601

記載例 

●建物出入口のある階におけるおおよ

その区分の種類 
ａ：住宅の出入口（玄関・勝手口ドア等） 
ｂ：共用廊下・バルコニー等に面する開

口部 
ｃ：上記以外の開口部 
 
※『該当なし』（開口部が存在しない）と 
『その他』（防犯対策なし）とでは、意味合いが異

なります。 



設計内容説明書【共同住宅等用】 （第九面）
性能表示 設計内容説明欄 ※ 設計
事項 内容
※ ※ 項目 設計内容 確認
10-1 ・対象箇所 ( ） □ 仕様書
開口部の侵入 ・戸の性能 ■ CP表示品 □ その他　（ ）） ■ 平詳図
防止対策 ・ガラスの性能 ■ 対象外 □ 対象 ⇒ □ 立面図
■ 建物出入口 （ □ CP表示品 □ その他　（ ）） ■ 建具表

のない階 ■ 対策あり 　ｳｨﾝﾄﾞｳﾌｨﾙﾑ ■ 不要 □ 必要 ⇒ （ □ 有 □ 無 ） □
〔　 2～6階〕* □ ｼｬｯﾀｰ等 ・錠数（ ■ 2以上装着）

□ その他 1以上の錠 （ ■ CP表示品・ﾃﾞｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄ鎌式 □ その他 ）
□ 該当なし 1以上の錠 （ ■ ｻﾑﾀｰﾝ操作不可）

・対策（ □ CP表示品
□ その他（ ））

・対象箇所　　 ）
・種類 （ □ 雨戸 □ ｼｬｯﾀｰ □
・対策（ □ CP表示品 □ その他　（ ））
・対象箇所 ( ） □ 仕様書
・サッシ （ □ CP表示品 □ その他　（ ）） ■ 平詳図
・ガラス （ □ CP表示品 □ その他　（ ）） □ 立面図
　ｳｨﾝﾄﾞｳﾌｨﾙﾑ □ 不要 □ 必要 ⇒ （ □ 有 □ 無 ） ■ 建具表
・クレセント等 □ 2以上装着） □
・対象箇所 ( ）
・戸の性能 □ CP表示品 □ その他　（ ））
・ガラスの性能 □ 対象外 □ 対象 ⇒

（ □ CP表示品 □ その他　（ ））
　ｳｨﾝﾄﾞｳﾌｨﾙﾑ □ 不要 □ 必要 ⇒ （ □ 有 □ 無 ）
・錠数（ □ 2以上装着）

1以上の錠 （ □ CP表示品・ﾃﾞｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄ鎌式 □ その他 ）
1以上の錠 （ □ ｻﾑﾀｰﾝ操作不可）

・対策（ □ CP表示品
□ その他　（ ））

□ 対策あり ・対象箇所 ( ）
■ ｼｬｯﾀｰ等 ・種類 （ □ 雨戸 □ ｼｬｯﾀｰ ■ その他　（ ））
□ その他 ・対策（ ■ CP表示品 □ その他　（ ））
□ 該当なし ・対象箇所 ( ）

・ガラス （ □ CP表示品 □ その他　（ ））
　ｳｨﾝﾄﾞｳﾌｨﾙﾑ □ 不要 □ 必要 ⇒ （ □ 有 □ 無 ）
・対象箇所 ( ）
・種類 （ □ 雨戸 □ ｼｬｯﾀｰ □ その他　（ ））
・対策（ □ CP表示品 □ その他　（ ））
・対象箇所 ( ） □ 仕様書
・サッシ （ □ CP表示品 ■ その他　（ ）） ■ 平詳図
・ガラス （ □ CP表示品 □ その他　（ ）） □ 立面図
　ｳｨﾝﾄﾞｳﾌｨﾙﾑ □ 不要 □ 必要 ⇒ （ □ 有 □ 無 ） ■ 建具表
・クレセント等 □ 2以上装着） □
・対象箇所 ( ）
・戸の性能 □ CP表示品 ■ その他　（ ））
・ガラスの性能 □ 対象外 ■ 対象 ⇒

（ □ CP表示品 ■ その他　（ ））
　ｳｨﾝﾄﾞｳﾌｨﾙﾑ □ 不要 ■ 必要 ⇒ （ □ 有 ■ 無 ）
・錠数（ □ 2以上装着）

1以上の錠 （ □ CP表示品・ﾃﾞｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄ鎌式 □ その他 ）
□ 対策あり 1以上の錠 （ □ ｻﾑﾀｰﾝ操作不可）
□ ｼｬｯﾀｰ等 ・対策（ □ CP表示品
■ その他 □ その他　（ ））
□ 該当なし ・対象箇所 ( ）

・種類 （ □ 雨戸 □ ｼｬｯﾀｰ □ その他　（ ））
・対策（ □ CP表示品 □ その他　（ ））
・対象箇所 ( ）
・ガラス （ □ CP表示品 □ その他　（ ））
　ｳｨﾝﾄﾞｳﾌｨﾙﾑ □ 不要 □ 必要 ⇒ （ □ 有 □ 無 ）
・対象箇所 ( ）
・種類 （ □ 雨戸 □ ｼｬｯﾀｰ □ その他　（ ））
・対策（ □ CP表示品 □ その他　（ ））

* １つの階ごとに１つの欄を使用し、メゾネット等で1住戸に2以上の階がある場合には、階の数だけ各欄を連結して使用する。

戸及び錠
による対
策

戸及び
錠による
対策

開
閉
機
構
な
し

雨戸等に
よる対策

ガラス等
による
対策
雨戸等に
よる対策

（ⅱ）

Ｋ　勝手口ドア（ＡＤ/2）

ＬＤ・洋室1　南面窓（ＡＷ/5・8）

（区分a）

（区分ｂ）

外部から
の接近が
比較的容
易な開口

部

開
閉
機
構
あ
り

（区分ｂ）

住戸タイプ Ａ-2 住戸番号

防
犯
に
関
す
る
こ
と

住戸の出入口 戸及び
錠による
対策

玄関扉（ＡＤ/1）

上記と同
等の対策

雨戸等に
よる対策

雨戸等に
よる対策

記載図書

（ⅰ）
共用廊下
または共
用階段

開
閉
機
構
な
し

ガラス等
による
対策
雨戸等に
よる対策

バルコ
ニー等

外部から
の接近が
比較的容
易な開口
部

開
閉
機
構
あ
り

確認項目

共用廊下に面する窓（ＡＷ/11・12）
面格子

サッシ及
びガラス
による
対策

上記と同
等の対策

上記と同
等の対策

サッシ及
びガラス
による
対策

201,301,401,501,601

記載例 
区分aを『対策あり』とする為には、 
玄関錠のCP表示品使用だけではなく、 
原価ドア自体のCP表示品使用も必要です。 
また、取付けされる錠の数・仕様にも条件あ



（第十面）
性能表示 設計内容説明欄 ※ 設計
事項 内容
※ ※ 項目 設計内容 確認
開口部の侵入 ・対象箇所 ( ） □ 仕様書
防止対策 ・サッシ （ □ CP表示品 ■ その他　（ ）） ■ 平詳図
（つづき） ・ガラス （ □ CP表示品 □ その他　（ ）） □ 立面図

　ｳｨﾝﾄﾞｳﾌｨﾙﾑ □ 不要 □ 必要 ⇒ （ □ 有 □ 無 ） ■ 建具表
□ 対策あり ・クレセント等 □ 2以上装着） □
□ ｼｬｯﾀｰ等 ・対象箇所 ( ）
■ その他 ・戸の性能 □ CP表示品 □ その他　（ ））
■ 該当なし ・ガラスの性能 □ 対象外 □ 対象 ⇒

（ □ CP表示品 □ その他　（ ））
　ｳｨﾝﾄﾞｳﾌｨﾙﾑ □ 不要 □ 必要 ⇒ （ □ 有 □ 無 ）
・錠数（ □ 2以上装着）

1以上の錠 （ □ CP表示品・ﾃﾞｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄ鎌式 □ その他 ）
1以上の錠 （ □ ｻﾑﾀｰﾝ操作不可）

・対策（ □ CP表示品
□ その他　（ ））

・対象箇所 ( ）
・種類 （ □ 雨戸 □ ｼｬｯﾀｰ □ その他　（ ））
・対策（ □ CP表示品 □ その他　（ ））
・対象箇所 ( ）
・ガラス （ □ CP表示品 □ その他　（ ））
　ｳｨﾝﾄﾞｳﾌｨﾙﾑ □ 不要 □ 必要 ⇒ （ □ 有 □ 無 ）
・対象箇所 ( ）
・種類 （ □ 雨戸 □ ｼｬｯﾀｰ □ その他　（ ））
・対策（ □ CP表示品 □ その他　（ ））

評価対象外の開口部 □ 仕様書
（ ） （ ） ■ 平詳図
（ ） （ ） □ 立面図
（ ） （ ） ■ 建具表
（ ） （ ）

* １つの階ごとに１つの欄を使用し、メゾネット等で1住戸に2以上の階がある場合には、階の数だけ各欄を連結して使用する。

(その他:A･Dﾀｲﾌﾟ)

(該当無し:上記以外)

記載図書

開口部の
大きさ、
対象箇所

開口部の大きさ

雨戸等に
よる対策

防
犯
に
関
す
る
こ
と

（
つ
づ
き

）

その他の
開口部

開
閉
機
構
あ
り

洋室2東面開口（ＡＷ/3）

（区分c）

サッシ及
びガラス
による
対策

上記と同
等の対策

開
閉
機
構
な
し

ガラス等
による
対策

雨戸等に
よる対策

戸及び
錠による
対策

住戸タイプ Ａ-2 住戸番号201,301,401,501,601

200ｘ200 洋室2東面（ＧＢ/1）
対象箇所

確認項目

記載例 

●建物出入口のある階におけるおおよその

区分の種類 
ａ：住宅の出入口（玄関ドア等） 
ｂ（ⅰ）：共用廊下に面する開口部 
ｂ（ⅰ）：バルコニー等に面する開口部 
ｃ：上記以外の開口部 
 
※『該当なし』（開口部が存在しない）と 
『その他』（防犯対策なし）とでは、意味合いが異なりま

す。 

①長辺400㎜、短辺250㎜の長方形 
②長径400㎜、短径300㎜の楕円 
③直径350㎜の円 
以上の断面のブロックが、いずれも通過不可能な開口部

例えば住戸ﾀｲﾌﾟがA､B､C､Dﾀｲﾌﾟあった場合でその

うちA、Dﾀｲﾌﾟのみ区分C窓あった場合、その他・該

当無しの両方にﾁｪｯｸをし、その他の横に(その

他:A･Dﾀｲﾌﾟ)、該当無しの横(該当無し:上記以外)と
表記することによりﾀｲﾌﾟ別の説明書を省略すること

*全住戸同じ仕様の場合は「全住戸共通」と記載

し1枚にまとめても良い 



設計内容説明書【共同住宅等用】
－選択項目－ 201,301,401,501,601 （第十一面）

性能表示 自己評価 確認 設計内容説明欄 ※ 設計
事項 等級 項目 内容
※ ※ 項目 設計内容 確認
■ 最高 最低 上階 (最高) ・受音室名・面積（ ）（ ㎡） ■ 計算書
８ｰ１イ (等級) (等級) 界床 床構造等 ・スラブの種類・厚さ ■ 仕様書
重量床衝 □ ５ □ ５ ■ 均質単板スラブ( ㎜) ■ 平面図
撃音対策 □ ４ □ ４ □ ボイドスラブ  ( ㎜) ■ 構造図
等級 □ ３ □ ３     (等価厚さ ㎜) □

■ ２ □ ２ 床仕上げ ・端部拘束条件 ( 1 辺)
□ □ １ ■ １ 構造等 ・床仕上げ材
上階 □ ビニル系床材(JIS- A5705)及び同等のもの
該当なし □ 畳(JIS-A5902) 及び同等のもの

■ 建材畳(JIS- A5914) 及び同等のもの
□ 織じゅうたん(JIS- L4404)及び同等のもの
□ ﾀﾌﾃｯﾄﾞｶｰﾍﾟｯﾄ(JIS- L4405)及び同等のもの
□ JIS- A1440の5.1においてカテゴリ-Ⅰに該当

（ ）
□ 木質系フローリング材(厚 ㎜)
□ その他( )
・施工方法
□ 直接床構造の上に施工
□ 乾式二重床下地構造の上に施工
□ 発泡プラスチック系下地構造材の上に施工
■ その他

(最低) ・受音室名・面積（ ）（ ㎡）
床構造等 ・スラブの種類・厚さ

■ 均質単板スラブ( ㎜)
□ ボイドスラブ  ( ㎜)
    (等価厚さ ㎜)
・端部拘束条件 ( 2 辺)

床仕上げ ・床仕上げ材
構造等 □ ビニル系床材(JIS- A5705)及び同等のもの

□ 畳(JIS-A5902) 及び同等のもの
□ 建材畳(JIS- A5914) 及び同等のもの
□ 織じゅうたん(JIS- L4404)及び同等のもの
□ ﾀﾌﾃｯﾄﾞｶｰﾍﾟｯﾄ(JIS- L4405)及び同等のもの
□ JIS- A1440の5.1においてカテゴリ-Ⅰに該当

（ ）
■ 木質系フローリング材(厚 ㎜)
□ その他( )
・施工方法
□ 直接床構造の上に施工
□ 乾式二重床下地構造の上に施工
□ 発泡プラスチック系下地構造材の上に施工
■ その他

住戸タイプ A-2 住戸番号

記載図書
音
環
境
に
関
す
る
こ
と

12

ＬＤＫ 15

150

和室 12.96

150

記載例 

等級は 
①受音室面積 
②等価厚さ 
③拘束辺 
④床仕上 
⑤施工方法 
によって決定します。 
 
また、上階界床及び

下階界床それぞれ

別個に評価します。 

小梁は拘束辺として扱いません。 

乾式二重床下地構造及び 
発砲プラスチック系下地構造材に

上階界床評価時
の受音室は自住
戸、下階界床評価
時の受音室は下
階住戸になります。 

8-1はイ・ロのいずれ

かを選択 



設計内容説明書【共同住宅等用】
一選択項目一 201,301,401,501,601 （第十二面）

性能表示 自己評価 確認 設計内容説明欄 ※ 設計
事項 等級 項目 内容
※ ※ 項目 設計内容 確認
■ 最高 最低 下階 (最高) ・受音室名・面積（ ）（ ㎡） ■ 計算書
８ｰ１イ (等級) (等級) 界床 床構造等 ・スラブの種類・厚さ ■ 仕様書
重量床衝 □ ５ □ ５ ■ 均質単板スラブ( ㎜) ■ 平面図
撃音対策 □ ４ □ ４ □ ボイドスラブ  ( ㎜) ■ 構造図
等級 □ ３ □ ３     (等価厚さ ㎜) ■ 認定書

■ ２ ■ ２ 床仕上げ ・端部拘束条件 ( 1 辺)
□ □ １ □ １ 構造等 ・床仕上げ材
下階 □ ビニル系床材(JIS- A5705)及び同等のもの
該当なし □ 畳(JIS-A5902) 及び同等のもの

□ 建材畳(JIS- A5914) 及び同等のもの
□ 織じゅうたん(JIS- L4404)及び同等のもの
□ ﾀﾌﾃｯﾄﾞｶｰﾍﾟｯﾄ(JIS- L4405)及び同等のもの
□ JIS- A1440の5.1においてカテゴリ-Ⅰに該当

（ ）
□ 木質系フローリング材(厚 ㎜)
■ その他( )
・施工方法
□ 直接床構造の上に施工
□ 乾式二重床下地構造の上に施工
□ 発泡プラスチック系下地構造材の上に施工
■ その他 特別評価認定方法 )

(最低) ・受音室名・面積（ ）（ ㎡）
床構造等 ・スラブの種類・厚さ

■ 均質単板スラブ( ㎜)
□ ボイドスラブ  ( ㎜)
    (等価厚さ ㎜)
・端部拘束条件 ( 2 辺)

床仕上げ ・床仕上げ材
構造等 □ ビニル系床材(JIS- A5705)及び同等のもの

□ 畳(JIS-A5902) 及び同等のもの
□ 建材畳(JIS- A5914) 及び同等のもの
□ 織じゅうたん(JIS- L4404)及び同等のもの
□ ﾀﾌﾃｯﾄﾞｶｰﾍﾟｯﾄ(JIS- L4405)及び同等のもの
□ JIS- A1440の5.1においてカテゴリ-Ⅰに該当

（ ）
□ 木質系フローリング材(厚 ㎜)
■ その他( )
・施工方法
□ 直接床構造の上に施工
□ 乾式二重床下地構造の上に施工
□ 発泡プラスチック系下地構造材の上に施工
■ その他( 特別評価認定方法)

住戸タイプ A-2

9.72音
環
境
に
関
す
る
こ
と

和室
記載図書

12
特別評価認定方法

特別評価認定方法

ＬＤＫ 15.4

150

150

住戸番号

記載例 

認定書を添付する 

認定書を添付する 

認定書を添付する 

認定書を添付する 



設計内容説明書【共同住宅等用】
一選択項目一 201,301,401,501,601 （第十一面）

性能表示 自己評価 確認 設計内容説明欄 ※ 設計
事項 等級 項目 内容
※ ※ 項目 設計内容 確認
□ 最高 最低 上階  (最高) ・受音室名（ ） □ 計算書
８-１ロ (㎝) (㎝) 界床 床仕上げ ・床仕上げ材 □ 仕様書
相当 □ ２７ □ ２７ 構造等 □ ビニル系床材(JIS- A5705)及び同等のもの □ 平面図
スラブ厚 □ ２０ □ ２０ □ 畳(JIS-A5902) 及び同等のもの □ 構造図
（重量 □ １５ □ １５ □ 建材畳(JIS- A5914) 及び同等のもの □
衝撃音） □ １１ □ １１ □ 織じゅうたん(JIS- L4404)及び同等のもの

□ 他 □ 他 □ ﾀﾌﾃｯﾄﾞｶｰﾍﾟｯﾄ(JIS- L4405)及び同等のもの
□ □ JIS- A1440の5.1においてカテゴリ-Ⅰに該当
上階該当 （ ）
なし □ 木質系フローリング材(厚 ㎜)

□ その他( )
・施工方法

相当 □ 直接床構造の上に施工
スラブ厚 □ 乾式二重床下地構造の上に施工

□ 発泡プラスチック系下地構造材の上に施工
□ その他
・ｍ ：床躯体の面密度（ ㎏／㎡）
・Eｉ：ヤング係数    （ ×1010 Ｎ／㎡）
・Iｉ：幅1m当りの断面2次モーメント
              （ ×10-3 ｍ４／ｍ）
・h１：等価厚さ（ ｍ）
・ΔL：重量床衝撃音レベル低減量 ｄB）
・相当スラブ厚（ ㎝）

(最低) ・受音室名（ ）
床仕上げ ・床仕上げ材
構造等 □ ビニル系床材(JIS- A5705)及び同等のもの

□ 畳(JIS-A5902) 及び同等のもの
□ 建材畳(JIS- A5914) 及び同等のもの
□ 織じゅうたん(JIS- L4404)及び同等のもの
□ ﾀﾌﾃｯﾄﾞｶｰﾍﾟｯﾄ(JIS- L4405)及び同等のもの
□ JIS- A1440の5.1においてカテゴリ-Ⅰに該当

（ ）
□ 木質系フローリング材(厚 ㎜)
□ その他( )
・施工方法
□ 直接床構造の上に施工
□ 乾式二重床下地構造の上に施工
□ 発泡プラスチック系下地構造材の上に施工
□ その他

相当 ・ｍ ：床躯体の面密度（ ㎏／㎡）
スラブ厚 ・Eｉ：ヤング係数    （ ×1010 Ｎ／㎡）

・Iｉ：幅1m当りの断面2次モーメント
              （ ×10-3 ｍ４／ｍ）
・h１：等価厚さ（ ｍ）
・ΔL：重量床衝撃音レベル低減量 ｄB）
・相当スラブ厚（ ㎝）

住戸番号住戸タイプ A-2

音
環
境
に
関
す
る
こ
と

記載図書記載例 



設計内容説明書【共同住宅等用】
一選択項目一 201,301,401,501,601 （第十二面）

性能表示 自己評価 確認 設計内容説明欄 ※ 設計
事項 等級 項目 内容
※ ※ 項目 設計内容 確認
□ 最高 最低 下階  (最高) ・受音室名（ ） □ 計算書
８-１ロ (㎝) (㎝) 界床 床仕上げ ・床仕上げ材 □ 仕様書
相当 □ ２７ □ ２７ 構造等 □ ビニル系床材(JIS- A5705)及び同等のもの □ 平面図
スラブ厚 □ ２０ □ ２０ □ 畳(JIS-A5902) 及び同等のもの □ 構造図
（重量 □ １５ □ １５ □ 建材畳(JIS- A5914) 及び同等のもの □
衝撃音） □ １１ □ １１ □ 織じゅうたん(JIS- L4404)及び同等のもの

□ 他 □ 他 □ ﾀﾌﾃｯﾄﾞｶｰﾍﾟｯﾄ(JIS- L4405)及び同等のもの
□ □ JIS- A1440の5.1においてカテゴリ-Ⅰに該当
下階該当 （ ）
なし □ 木質系フローリング材(厚 ㎜)

□ その他( )
・施工方法

相当 □ 直接床構造の上に施工
スラブ厚 □ 乾式二重床下地構造の上に施工

□ 発泡プラスチック系下地構造材の上に施工
□ その他
・ｍ ：床躯体の面密度（ ㎏／㎡）
・Eｉ：ヤング係数    （ ×1010 Ｎ／㎡）
・Iｉ：幅1m当りの断面2次モーメント
              （ ×10-3 ｍ４／ｍ）
・h１：等価厚さ（ ｍ）
・ΔL：重量床衝撃音レベル低減量 ｄB）
・相当スラブ厚（ ㎝）

(最低) ・受音室名（ ）
床仕上げ ・床仕上げ材
構造等 □ ビニル系床材(JIS- A5705)及び同等のもの

□ 畳(JIS-A5902) 及び同等のもの
□ 建材畳(JIS- A5914) 及び同等のもの
□ 織じゅうたん(JIS- L4404)及び同等のもの
□ ﾀﾌﾃｯﾄﾞｶｰﾍﾟｯﾄ(JIS- L4405)及び同等のもの
□ JIS- A1440の5.1においてカテゴリ-Ⅰに該当

（ ）
□ 木質系フローリング材(厚 ㎜)
□ その他( )
・施工方法
□ 直接床構造の上に施工
□ 乾式二重床下地構造の上に施工
□ 発泡プラスチック系下地構造材の上に施工
□ その他

相当 ・ｍ ：床躯体の面密度（ ㎏／㎡）
スラブ厚 ・Eｉ：ヤング係数    （ ×1010 Ｎ／㎡）

・Iｉ：幅1m当りの断面2次モーメント
              （ ×10-3 ｍ４／ｍ）
・h１：等価厚さ（ ｍ）
・ΔL：重量床衝撃音レベル低減量 ｄB）
・相当スラブ厚（ ㎝）

住戸タイプ A-2 住戸番号

記載図書
音
環
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に
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す
る
こ
と

記載例 



設計内容説明書【共同住宅等用】
一選択項目一 201,301,401,501,601 （第十三面）

性能表示 自己評価 確認 設計内容説明欄 ※ 設計
事項 等級 項目 内容
※ ※ 項目 設計内容 確認
■ 最高 最低 上階 (最高) ・受音室名 ( ) ■ 仕様書
８-２イ (等級) (等級) 界床 床構造の ・床構造の区分 ■ 平面図
軽量床 □ ５ □ ５ 区分等 ( □ 床構造1 □ 床構造2 ■ 床構造3 □ その他) ■ 構造図
衝撃音 □ ４ □ ４ ｽﾗﾌﾞの種類( ) ｽﾗﾌﾞの等価厚さ( ㎜) □
対策等級 □ ３ □ ３ 床仕上げ ・床仕上げ構造の区分
□ □ ２ □ ２ 材の区分 □ 床仕上構造１ □ 床仕上構造２ □ 床仕上構造３
上階該当 ■ １ ■ １ 等 □ 床仕上構造４ □ 床仕上構造５ ■ その他
なし 床仕上名  （ ）

（最低） ・受音室名 ( )
床構造の ・床構造の区分
区分等 ( □ 床構造1 □ 床構造2 ■ 床構造3 □ その他)

ｽﾗﾌﾞの種類( ) ｽﾗﾌﾞの等価厚さ( ㎜)
床仕上げ ・床仕上げ構造の区分
材の区分 □ 床仕上構造１ □ 床仕上構造２ □ 床仕上構造３
等 □ 床仕上構造４ □ 床仕上構造５ ■ その他

床仕上名  （ ）
最高 最低 下階 (最高) ・受音室名 ( ) ■ 仕様書
(等級) (等級) 界床 床構造の ・床構造の区分 ■ 平面図
□ ５ □ ５ 区分等 ( □ 床構造1 □ 床構造2 ■ 床構造3 □ その他) ■ 構造図
□ ４ □ ４ ｽﾗﾌﾞの種類( ) ｽﾗﾌﾞの等価厚さ( ㎜) □
□ ３ □ ３ 床仕上げ ・床仕上げ構造の区分

□ □ ２ □ ２ 材の区分 □ 床仕上構造１ □ 床仕上構造２ □ 床仕上構造３
下階該当 ■ １ ■ １ 等 □ 床仕上構造４ □ 床仕上構造５ ■ その他
なし 床仕上名  （ ）

（最低） ・受音室名 ( )
床構造の ・床構造の区分
区分等 ( □ 床構造1 □ 床構造2 ■ 床構造3 □ その他)

ｽﾗﾌﾞの種類( ) ｽﾗﾌﾞの等価厚さ( ㎜)
床仕上げ ・床仕上げ構造の区分
材の区分 □ 床仕上構造１ □ 床仕上構造２ □ 床仕上構造３
等 □ 床仕上構造４ □ 床仕上構造５ ■ その他

床仕上名  （ ）
□ 最高 最低 上階 (最高) ・床仕上げ構造の区分 □ 仕様書
８-２ロ (ｄＢ) (ｄＢ) 界床 床仕上げ □ 床仕上構造１ □ 床仕上構造２ □ 床仕上構造３ □ 平面図
軽量床 □ ３０ □ ３０ 材の区分 □ 床仕上構造４ □ 床仕上構造５ □ その他 □
衝撃音 □ ２５ □ ２５ 等 床仕上名  （ ）
レベル □ ２０ □ ２０ （最低） ・床仕上げ構造の区分
低減量 □ １５ □ １５ 床仕上げ □ 床仕上構造１ □ 床仕上構造２ □ 床仕上構造３

□ 他 □ 他 材の区分 □ 床仕上構造４ □ 床仕上構造５ □ その他
□ 等 床仕上名  （ ）
上階該当 最高 最低 下階 (最高) ・床仕上げ構造の区分 □ 仕様書
なし (ｄＢ) (ｄＢ) 界床 床仕上げ □ 床仕上構造１ □ 床仕上構造２ □ 床仕上構造３ □ 平面図

□ ３０ □ ３０ 材の区分 □ 床仕上構造４ □ 床仕上構造５ □ その他 □
□ □ ２５ □ ２５ 等 床仕上名  （ ）
下階該当 □ ２０ □ ２０ （最低） ・床仕上げ構造の区分
なし □ １５ □ １５ 床仕上げ □ 床仕上構造１ □ 床仕上構造２ □ 床仕上構造３

□ 他 □ 他 材の区分 □ 床仕上構造４ □ 床仕上構造５ □ その他
等 床仕上名  （ ）

住戸タイプ A-2

記載図書
音
環
境
に
関
す
る
こ
と
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住戸番号

建材畳、二重床施工
ＬＤＫ

和室

均質単板

均質単板 150

建材畳、二重床施工
ＬＤＫ

均質単板 150

フローリング、二重床施工

和室

均質単板 150

フローリング、二重床施工

記載例 

8-2はイ・ロのいずれ

かを選択 

等級は 
①等価厚さ 
②床仕上構造 
 
レベル低減量は①

床仕上構造によって

8-2については、選択しなかった性能表示事

項の内容説明書は、記載不要です。 
 



設計内容説明書【共同住宅等用】
一選択項目一 201,301,401,501,601 （第十四面）

性能表示 自己評価 確認 設計内容説明欄 ※ 設計
事項 等級 項目 内容
※ ※ 項目 設計内容 確認
■ □ ４ 界壁 界壁の構 ■ ＲＣ造 □ ＳＲＣ造 □ Ｓ造 ■ 仕様書
８－３ ■ ３ の 造・仕様 □ 普通ｺﾝｸﾘｰﾄ厚さ（ ㎝） ■ 平面図
透過損失　□ ２ 遮音 （最も性能 □ 軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ厚さ（ ㎝） □
等級 □ １ 性能  の低いも 面密度（ kg/㎡）
（界壁）  の） □ 無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ厚さ（ ㎝）

面密度（ kg/㎡）
□ □ CB造 □ れんが造 □ 石造厚さ （ ㎝）
該当なし 面密度（ kg/㎡）

□ 両面モルタル塗り  （厚さ ㎜）
□ 両面プラスター塗り（厚さ ㎜）

□ その他( )
付帯条件 ・コンセントボックスの位置等

■ 対面する位置に欠き込み設置なし
・界壁の仕上げ材（ボード類）

■ 界壁とボード類の間はGL工法としない
■ 北面 開口 北の方位の □ JISA4706に規定する試験方法の透過損失平均 ■ 仕様書
８－４ □ ３ 部の サッシ･ドア 値が（ □ 25dB以上 □ 20dB以上）のもの ■ 平面図
透過損失　■ ２ 遮音 セット ■ JIS遮音等級表示品（ □ T-4 □ T-3 ■ T-2 □ T-1 ） □
等級 □ １ 性能 試験機関（ ）
（外壁開 □ 該当なし (最低のもの) 試験番号（ ）
 口部） 東面 東の方位の ■ JISA4706に規定する試験方法の透過損失平均

□ ３ サッシ･ドア 値が（ ■ 25dB以上 □ 20dB以上）のもの
■ ２ セット □ JIS遮音等級表示品（ □ T-4 □ T-3 □ T-2 □ T-1 ）
□ １ 試験機関（ ）
□ 該当なし 試験番号（ ）
南面 南の方位の □ JISA4706に規定する試験方法の透過損失平均
□ ３ サッシ･ドア 値が（ □ 25dB以上 □ 20dB以上）のもの
■ ２ セット ■ JIS遮音等級表示品（ □ T-4 □ T-3 ■ T-2 □ T-1 ）
□ １ 試験機関（ ）
□ 該当なし 試験番号（ ）
西面 西の方位の □ JISA4706に規定する試験方法の透過損失平均
□ ３ サッシ･ドア 値が（ □ 25dB以上 □ 20dB以上）のもの
□ ２ セット □ JIS遮音等級表示品（ □ T-4 □ T-3 □ T-2 □ T-1 ）
□ １ 試験機関（ ）
■ 該当なし 試験番号（ ）

住戸タイプ A-2

記載図書
音
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○○試験所
○○ｰ○○

18

住戸番号

記載例 

等級4：26ｃｍ 等級3：18ｃｍ 
等級2：12ｃｍ 等級1：基準

開口部のない
方位は該当な
しにチェック 

等級2以上の

場合は必須 
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